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この本の読みかた 


本書は、なの7つの章と付録で構成されています。 

奇数ページのち端と偶数ページの左端には、各章のマークをつけてあります。 
マークは章ごとに一段ずつ下げてあるので、目的の章を検索するとさにご利用 
ください。 


パソコンの基本操作を覚えよ 




パソコンの各部の名前から始まり、パソコン本体に用意されているボタン 
ゃス□ット、さまざまな機能について説明しています。 


2章ネットワークの世界へ 


パソコンを外の世界と結ぶネットワーク。世界中と結ぶインターネットか 
日、家族と結ぶ LAN まで、各ネットワークについて説明しています。 


章周辺機器をほって機能を広げよ 


パソコン本体に用意されているコネクタにいろいろな機器をつないで、機 
能を広げることびできます。本パソコンにはどんなコネクタび用意されて 
いて、どんな機器び接続でさるのかを説明しています。 


4章バツテリ駆動でほう 


屋外やテラスなど、電源コンセントびない場所で使用するために、本パソコ 
ンにはノ（ッテ U 駆動の機能び用意されています。ノ（ッテ U 駆動で使用する 
ための充電方法や、ノ（ッテ U の交換手順を説明しています。 


5章システム損境の変更 


ノ（ソコンのシステム構成を変更する BIOS セットアップの操作方法を説明 
しています。 


巨章パソコンの動作びおかしいとまは 


なんだか動きびおかしい、故障？と思ラよラなとき、また使用上困ってし 
まってどラしよラちないとさなどのトラブル解消方法を紹介しています。 


章お巧い合わせされるとをは 


本製品に用意されているアプ U ケーシヨンなどのお問い合わせ先を掲載し 
ています。 


付録 


本製品を使用するにあたってのお願いと、無線 LAN のご使用になれる 
国/地域などの、技術基準についての規格文書を掲載しています。 
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はじめに 


本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の冊モ『まむしてお使いいただくために』 
に記載されています。 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになった後は、いつでち見られるよラにお手元に大切に保管してください。 

本書は、次の決まりに従って書かれています。 


KM 記号の意味 


A 危険 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことびあり、その切迫の度合いび高いこと"を示します。 

A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことび想定されること"を示します。 

A ま意 

"取扱いを誤った場合、使用者び傷害（*2)を負うことび想定 
されるか、または物的損害（*3)の発生び想定されること"を 
のしよ 9 〇 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほし 
い内容、仕様や機能に関して巧っておいてほしい内容をおします。 

メモ 

知っていると便利な内容を示します。 

續役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルや他のマニュアルへの参照先をおします。 

このマニュアルへの参照の場合'''「」 

他のマニュアルへの参照の場合…『』 

おたすけナビ、でさる dynabook への参照の場合…《》 
おたすけナビにはさまざまな情報び記載されています。 


* 1重傷とは、失明やけび、やけど（高温-ほ温)、感電、骨折、中毒などで、後遺症び残るちのおよび治療に 
乂晓-長期の通院を要するちのをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけび•やけど•感電などをさします。 

*3 物的損害とは、 家屋. 家財および家畜-ぺット等にかかわる化大損害をさします。 
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本書では、次のよラに定義します。 

システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステム （0S) を示します。本製品 
のシステムは Windows Vista です。 

アプ U ケーシヨンまたはアプ U ケーシヨンソフト 

アプ U ケーシヨンソフトウエアをおします。 

Windows Vista 

Windows Vista™ Home Premium または Windows Vista™ Home Basic を示します。 

おたすけナビ 

パソコン上で見ることのできる、電子マニュアルを示します。デスクトップ上の[おたすけナ 
ビ]アイコンをダブルク U ックして起動します。 

ドライブ 

DVD スーパーマルチドライブを示します。 

詳細について n 章 □ CD や DVD を使う」 

Premium モデル 

Windows Vista™ Home Premium び搭載されているモデルを示します。 

Basic モデル 

Windows Vista™ Home Basic び搭載されているモデルを示します。 

Core モデル 

インテル® Core™ 2 Duo プ□セッサーび搭載されているモデルを示します。 

Celeron モデル 

インテル® Celeron® M プ□セッサーび搭載されているモデルを示します。 

無線 LAN モデル 

無線 LAN 機能び搭載されているモデルを示します。 

TX シリーズ 

dynabook シ U- ズで、モデル名び 「TX」 で始まるモデルを示します。 

AX シリーズ 

dynabook シ U- ズで、モデル名び 「AX」 で始まるモデルを示します。 

TXW シリーズ 

dynabook Satellite シ U- ズで、モデル名び 「TXW」 で始まるモデルを示します。 

ご購入のモデルのシ U- ズ名、モデル名、仕様については、別紙の 『dynabook XXXXX (お 
使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を確認してください。 






mm 記載について 


•記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は、「用語に 
ついて」のモデル分けに準じて、「 * * * * モデルの場合」や「* * * * シ U - ズのみ」な 
どのよラにミ主記します。 

• インターネット接続については、ブ□-ドバンド接続を前提に説明しています。 

•アプ U ケーションについては、本製品にプレインス I ルまたは内蔵八ードディスクや付属 
の CD / DVD か日インス!ルしたパージョンを使用することを前提に説明しています。 

• 本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 

•本書をはじめとする取扱説明書では、コント□ールパネルの操作方法については、「コント 
□ールパネルホーム」に設定していることを前提に記載しています。「クラシック表示」に 
なっている場合は、「コント□ールパネルホーム」に切り替えてから操作説明を確認してく 
ださい。 


コント□-ルバネルホームとクラシック表示 
《おたずけナビ-使いこなしガイド■パソコンの設定》 


■■Trademarks 

• Microsoft 、 Windows . Windows Media . Windows Vista 、 Excel 、 OneNote 、 
Outlook 、 PowerPoint は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における 
登録商標または商標です。 

• Intel 、 インテル、インテル Core 、 Celeron は、アメ U 力合衆国およびその他の国における 
Intel Corporation またはそのモ会社の商標、または登録商標です。 

• BeatJam 、 ラベルマイティは、株式会社ジャストシステムの登録商標です。 

•日 eaUam 、 ラベルマイティ已[セレクト版]は、株式会社ジャストシステムの著作物であ 
り、 BeatJam 、 ラベルマイティ已[セレクト版]にかかる著作権、その他の権利は株式会 
社ジャストシステムおよび各権利をに帰属します。 

• Ma 旨 icGate 、 メモ U — スティック、メモ U — スティック□ゴ、メモ U — スティック Duo 、 
メモ U - スティック PRO 、 メモ U - スティック PRO Duo は、ソニー株式会社の商標です。 

• SD □ゴは商標です。 （ぶみ） 

• SDHC □ゴは商標です。 

• xD - ピクチャーカード™は、富±写真フイルム株式会社の商標です。 

•し LINK 、 し LINK □ゴは商標です。 

• LaLaVoice 、 Confi 吕 Free 、 おたすけナビは、株式会社東芝の登録商標または商標です。 

• 「駅前探険侯楽部」、「駅探」は登録商標です。 

• The 翻訳、 The 翻訳インターネットは東芝ソ U ューシヨン株式会社の商標です。 

• Adobe、Adobe Reader は Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米 
国ならびに他の国における商標ならびに登録商標です。 

• InterVideo 、 WinDVD 、 Ulead および Ulead □ゴ 、 DVD MovieWriter は InterVideo 
Incorporated の登録商標または商標です。 

•仁 Orel Paint Shop Pro Photo 、 Snapfire 、 Corel の商品名および□ゴは 、 Corel 
Corporation またはその関連会社の商標または登録商標です。 

• McAfee 、 VimsScan およびマカフイーは米国法人 McAfee , Inc . またはその関係会社の登 
録商標です。 
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• TRENDM に RO 、 ウイルスバスターはトレンドマイク□株式会社の登録商標です。 

• Napster、Napster To Go、Napster a la 巳 arte は、 Napster ， LLC の商標です。 

•「 PC 引越ナビ」は、東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 

• プ□アトラスは、株式会社アルプス社の商標です。 

• Java はサンマイク□システムズ社の米国および他の国における登録商標または商標です。 

• 呂00スティックは、 NTT レゾナント株式会社の商標です。 

• FlipBook 、 円 ipViewer は E-Book Systems , Inc . の登録商標です。 

• TAIT 0 MEMORIES 〜 Limited selection 〜は株式会社タイトーの登録商標です。 

•「アイフィルター」は、デジタルアーツ株式会社の商標です。 

•「できる」は、株式会社インプレスの登録商標です。 

• 0 CN は NTT コミュニケーシヨンズ株式会社の商標です。 

• 0 DN はソフトバンクテレコムの商標です。 

• So - net 、 ソネット、および So - net の□ゴはソネットエンタテインメント株式会社の商標、 
または登録商標です。 

•「 Yahoo !」 は、 Yahoo ! Inc . の登録商標です。 

ヤフー株式会社は、これに関する権利を有しています。 

•「 Yahoo ! BB ADSL 」 は、 BB テクノ□ジー株式会社、ヤフー株式会社び提供するヴービス 
です。 


取扱説明書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場 
合びあります。 

コプロセッサ （CPU) に関するご注意 

本製品に使われているプ□セッサ ( CPU ) の処理能力は;欠のよラな条件によって違いび現れます。 

• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 
• AC アダプタを接続せずバッテ U 駆動にて本製品を使用する場合 
•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
•本製品を通常の電話回線、ちしくはほ速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造おに使用するソフト（例えば、運用に高性能コンピュータび必要に設計されている 
デヴィン用アプ U ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧びほい高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1,000メートル （3, 280フィート）じ(上をお考えください。 

•目安として、気温已〜3ぴ C (高所の場合2已で）の範囲を超えるよラな外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、あるが況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。これは、 
当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された場合、お客様のデー 
夕の喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減らすための通常の保護機能です。なお、 
このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録機器に 
て保をしてください。また、プ□セッサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨する状 
態にて本製品をご使用ください。 
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■巨 4 ビットプ□セッサに関するま意 
* インテル Core 2 Duo プ□セッサーを搭載したモデルのみ 

己4ビット対応プ□セッサは、己4ビットまたは32ビットで動作するように最適化されています。 
己4ビット対応プ□セッサはじ(下の条件をすべて満たす場合に巨4ビットで動作します。 

•己4ビット対応の 0 S (オペレーティングシステム）びインス!ルされている 
• 己4ビット対応の CPU / チップセットび搭載されている 
• 己4ビット対応の BIOS び搭載されている 
• 己4ビット対応のデバイスドライバびインストールされている 
• 己4ビット対応のアプ U ケーシヨンびインストールされている 

特定のデバイスドライバおよびアプ U ケーシヨンは巨4ビットプ□セッサ上で正常に動作しない 
場合びあります。 

プレインス I ルされている 0 S び、己4ビット対応と明示されていない場合、32ビット対応 
の 0 S びプレインス I -ールされています。 

この他の使巧制限事項につさましては取扱説明書をお読みください。また、詳細な情報につい 
ては東芝 PC あんしんヴポート 0] 20-97-1 048にお問い合わせください。 


■ a 夏作権について 

音楽、映像、コンピュータ-プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作者および 
著作権者の権利び保護されています。こラした著作物を複製することは、個人的にまたは家庭内 
で使巧する目的でのみ行ラことびでさます。上記の目的を超えて、権利をの了解なくこれを複製 
(データあ式の変換を含む)、改変、複製物の譲愈ネットワーク上での配信などを行うと、惜作 
権侵害」 r 著作ち人格権侵害」として損害賠償の請巧や刑事処罰を受けることびあります。本製品 
を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用をむびけてください。 


匯画リリース情巧について 


n 」 u —ス情報」には、本製品を使用するラえでのを意事項などび記述されています。必ずお読 
みください。なの操作を行ラと表示されます。 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[はじめに] 一 [ UU - ス情報] 
をク I 」ツクする 


HI9 使いおわったとき 

パソコンを使い終わったとき、電源を完全に切る方法のほかに、それまでの作業をメモ U に保 
をして一時的に中断する方法びあります。この機能を、「スリーフ」と呼びます。 

ス U —プ機能は、巧に電源スイッチを巧したときに素早く中断したとさの状態を再現すること 
びできます。その場合ス U —プ中でちバッテ U を消耗しますので、 AC アダプタを取り付けてお 
くことを推奨します。 

なお数日 LU 上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（増設 
メモ U の取り付け/取りはずしや、バッテ U パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U - 
プではなく、必ず電源を切ってください。 

ス U - プ/電源を切る『準備しよラ1章0使いおわりと使いはじめ』 
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mm ぉ願い 

• 本製品の内蔵八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD か日イン 
ス I ルしたシステムの S )、 アプ U ケーションじ(外をインス!ルした場合の動作保証は 
でさません。 

• Windows Vista Home Basic 搭載のモデルでは 、 Windows Vista Home Premium に搭 
載の一部の機能 （Windows Aero インタフエース、フ U ップ 3 D など）の機能はご利用にな 
れません。 

• Windows 標準のシステムツールまたは『準備しよう』に記載している手順じ(外の方法で、 
パーティションを変更-削除-追加しないでください。ソフトウエアの領域を壊すおそれび 
あります。 

• 内蔵八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD からインス I ル 
したシステム （0 S )、 アプリケーションは、本製品でのみ利用できます。 

•購入時に定められた条件じ(外で、製品およびソフトウエアの複製ちしくはコピーをすること 
は禁じられています。取り扱いにはミ主意してください。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型番）を確認後、保守サービスに連絡してください。有償にてパスワードを解除します。 
HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永义に使用できなく 
なり、交換対応となります。この場合ち有償です。またどちらの場合ち、身分証明書（お客 
様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

• 本製品はセキュ U ティ対策のためのパスワード設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機能を 
備えていますび、完全なセキュ U ティ保護を保証するちのではありません。セキュリティの 
問題の発生や、生じた損書に関し、弊社は一切の責任を負いません。 

•ご使用の際は必ず本書をはじめとする取扱説明書と『エンドユーヴ使用許諾契約書』および 
『ソフトウエアに関するミ主意事項』をお読みください。 

• アプ U ケーション起動時に使用許諾書び表おされた場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、。使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーションを使用することはできません。一部のア 
プ U ケーションでは、一度使用許諾書に同意すると、じ(降起動時に使用許諾書は表示されな 
くなります。 U カバ U を行った場合には再び使用許諾書び表示されます。 

•『東芝保証書兼お客様登録力ード』は、 r 東芝保証書」と「お客様登録力ード」を中央の切り 
取り線で切り離せます。 r 東芝保証書」は記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴ登録）をあらかじめ行っていただくようお願いしております。付属 

の『お客様登録力ード』または弊社ホームページで登録でさます。 

詳細について『準備しよラ已章 D お客様登録の手続さ』 

DU [ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表示された場合は、内容を確認し、[続行]ま 

たは[許可]ボタンをク I 」ックしてください。 

パスワードの入力を巧め b れた場合は、管理をアカウントのパスワードで認証を行ってくださ 

し、。 
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■ パソコンの昼本操な巧覚えよ 3 


このパソコン本体の各部について、役割、基本の使いかたなどを説明 
しています。 


1さ部の名称 —外図— . 12 

2ポインタを動かす/文字キーを使う 

—タッチバッドとマウスとキーボードー . 17 

3八ードディスクドライブ . 23 

4 CD や DVD を使 ラードライブー . 24 

已画面を見やすく調整する ーディスプレイー . 29 

6いろいろなメディアカードを使う 

-ブ IJ ッジメディアス□ッ I . 30 














き部のち赖 

-簡図一 


ここでは、各部の名前と機能を簡単に説明します。 

それぞれについての詳しい説明は、各参照ページや各マニュアルを確認してください。 




が観図について 


本製品に表示されている、コネクタ、 LED 、 スイッチのマーク（アイコン)、およびキーボード 
上のマーク（アイコン）は最大構成を想定した設計となっています。ご購入いただいたモデルに 
よっては、機能のないちのびあります。 



ディスプレイ開閉ラッチ 

『準備しよう1章0 
Windows を使えるようにする』 
を参照してください。 


ディスプレイ 
〇 P .29) 

スピーカ 

〇 RGB コネクタ 
(ご P . 已 2) 

外部ディスプレイと接続 
して、バソコンの映像を列部 
ディスプレイに表おします。 

通風孔" 

ノ（ソコン本体内部の熱を外部に逃びすため 
のちのでず。&さびないで<ださし、。 

d み S-Video 出カコネクタ 
(ご P .4 已） 

S 端テケーブルを接続して、 

バソコンの映像をテレビに表おします。 

品 LAN コネクタ 

ADSL モデムなどを使ラときに、 LAN ケーブル 
を接続します。 

『準備しよう 3 章 n - 田]- ULAN ケーブル 
を接続する』を参照してください。 

USB コネクタ（ご P .43) 

USB 対応機器を接続します。 


P .13 の r 電源スイッチ-ボタン」を 
確認してください。 


『アシストシート』を参照してください。 


タッチパッド（ご P .17) 

パッドの上を指でなぞって、パソコンを 
操作します。 

左ボタン（ご P .17) 

項目を選択します。 



ちボタン（ご P .17) 

メニューを表示します。 


P. 14 の「拡大副を参照してください。 

システムインジケータ 
P.14 の「システムインジケータ」を 
参照して < ださし、。 

i.LINK(IEEE1394) コネクタ 

〈くおたすけナビ〉〉を参照してください。 

ビデオカゾラなど、 i.UNK(IEEE13 目 4) 

対応機器を接続します。 

昼 n ExpressCard スロット 

{おたすけナビ》を参照して<ださし、。 

ExpressCard をセツトします。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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D 各部の名称一外観図一 


mm 電源スイッチ • ボタン 

パソコンで DVD - Video を見たり音楽を聴いたりするとさ、ボタンを使用すると簡単に操作す 
ることびでさます。 


【 TX シリーズ / AX シリース 



P む電 

原スイッチ 

P 文字縮ルボタン 

P 文字拡大ボタン 

1 

む II 

- II + II II ■ 

II W 

II *1 

1 

再生/一時停止ボタン^ 

停止ボタン ー 

逆送りボ 

与 

タン ー 

1送りボ 

タンー 



【 TXW シリーズ】 




pCl) 電 

原スイッチ 

ー インターネットボタン 
^CD/DVD ボタン 

1 

む II 

# 1 圆 ; - II ►/II. ■ 

II KM 

II *1 

1 

再生/一時停止ボタン^ 

停止ボタン ー 

逆送りボ 

与 

タン ー 

1 送りボ 

タンー 



I ボタンの操作方法 _ 

操作するボタンを、指で巧してください。巧したボタンに割り当て日れている機能を実行しま 
す。ボタンに割り当て日れている機能は「東芝ボタンサポート」で変更できます。詳しくは、 
《おたすけナビ-使いこなしガイド■パソコンの設定》を参照してください。 

I ボタン機能 


それぞれのボタンの機能は、《おたすけナビ 
ください。 


使いこなしガイド■パソコンの設定》を参照して 
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パソ n ン S 本操作養えよラ 











































D 各部の名称一外観図一 


^ a システムインジケータ 

システムインジケータは、点灯状態によって、パソコン本体びどのような動作をしているのか 
を巧ることびでをます。 





DC IN LED 

電源コード接続の状態 

『準備しよう 1 章 D- 巧]- 電源に関する表示』 

(!) 

Power LED 

電源の状態 

『準備しよう 1 章 0- 巧]- 電源に関する表示』 

口 

Battery LED 

バッテ U の状態 P . 已7 

0 

Disk LED 

八ードディスクドライブにアクセスしている mm P .23 

□ 

ブ U ツジメディア LED 

ブ1」ッジメディアス□ットにアクセスしている 

区永 P .30 


K ■拡大図 




パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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D 各部の名称一外観図一 


2 


背面図 



3 



型番と製造番号 

ラベルに型番（機種名）と製造番号び 
記載されています。 


I —①バッテリ安全□ック（ご P . 色日） 

バッテ U パックびパソコン本体か日 
はずれないよラにするためのスイッチです。 


◎増設メモリス□ット（ご P .39) 

方モリを増設する場所です。 



バッテリパック〇 P . 已 6) 


前 


©-□パ'ッテリ.リリースラツチ（ご P .60)- 

バッテ U パックをパソコン本体か5はずすときに使ララッチでず。 


通風孔は、パソコン本体巧部の熱を外部に逃がすためのちのです。 
ふさがないで < ださい。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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D 各部の名称 一外観図一 


A 警告 


必ず、本製品付属の AC アダプタを使用すること 

本製品付属じ(外の AC アダプタを使用すると電圧や （+) (—）の極性び異なっていること 
びあるため、乂災•破裂-発熱のおそれびあります。 

パソコン本体に AC アダプタを接続する場合、必ず『準備しよう』に記載してある順番を 
守って接続すること 

順番を守らないと、 AC アダプタの DC 出カプラグび帯電し、感電または軽いケガをする場 
合びあります。 

また、 AC アダプタのプラグをパソコン本体の電源コネクタじ(外の金属部分に触れないよ 
ラにしてください。 


八ま意 


お手入れの前には、必ずパソコンやパソコンの周辺機器の電源を切り、 AC アダプタの電 
源プラグをコンセントか5抜くこと 

電源を切らずにお手入れをはじめると、感電するおそれびあります。 



機器への強い衝撃やが圧について 


あらかじめ附録 □- ■■■機器への強い衝撃やが圧について」をお認してください。 


□電源コードの仕様 

本製品に付属の電源コードは、日本の規格にのみ準拠しています。 

使用できる電圧 （ AC ) は、 ]00 V です。 

必ず AC ] 00 V のコンセントで使用してください。 

* 取得規格は、電気用品ま全法です。 

その他の地域で使用する場合は、当該国-地域の法令-安全規格に適合した電源コードを購入 
してください。 

□ AC アダプタの仕様 

パソコン本体裏面の、型番び記載してあるラベルに DC 電源の仕様び記載されています。ラべ 
ルの「定格電圧」「定格電流」と同じ数値び記載されている、付属の AC アダプタをご使用くだ 
さい。 
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パソ n ン S 本操作を覚えよラ 



























左ボタン- 


-ちボタン 


巧巧（ポインタ）を動かず 


操作を始める位置を示す矢印（ポインタ）。タッチパッドに置いた指の方向に合わせて動さます。 
指を上下左ちに動かしてみましよラ。 

指びタッチパッドの端までさてしまい、それじ(上動かせなくなったとさは、いったん指をはな 
してから、タッチパッドの中央に置き直して操作します。 



【指を動文^ 


パソ n ンの基本操作を覚え 


(画面) 
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Q ポインタを動かす/夕字キーを使ラ-タッチバッドとマウスとキーボード- 


U アイコンを選がずる 

アイコン、文字などを選択するには、ポインタを目的のアイコンや文字などの位置に合わせて、 
左ボタンを]回押します（クリック）。 

アイコンなどを選択すると、色び変わります。 

くクリックする前> 



カチ’；^ 


お立つ操作集 


UO 


〜 — 1 ピクチで 

^ ファイル フ; t-'l- ダ 


くクリックした後> 



ダブルク IJ ックする 

ダブルクリックすると、フアイルを開いたりアプリケーシヨンを起動でさ 
ます。 

ポインタを目的の位置に合わせて、左ボタンをすばやく2回押します。 


ちク U ックする 

ちクリックすると、メニューび表示され、そこから行 
いたいことをク U ックして選択できます。ポインタを 
目的の位置に合わせて、ちボタンを1回押します。 



カチカ5^ミ 

n 

1 1 






度 


ビクチ r 
つ7イル フマ 


H<(0) 

ェクスプローラ(X) 
おの… 


切り® 口 (T) 

コビザ） 

シ 3— トカジトの 

gg 脚 
る R の gS【M) 


ドラッグアンドド□ップする 

ドラッグアンドド□ップをすると、アイコンやウィンドウを移動したり、複 
数の文字やアイコンを選択したりでさます。ポインタを目的の位置に合わせ 
て、左ボタンを押したまま①、別の指でタッチパッドを使ってポインタを動 
かします③（ドラッグ)。ポインタび目的の位置に移動したら、左ボタンか 
ら指をはなします③（ド□ップ)。 


スク□ールする 

スク□—ルとは画面を動かすことでず。 

スク□ールすると画面に表示しされない部分を見ることびできます。 

タッチパッドのち辺に指を置いて上下に動かすと、上下にスクロールしまず。 
タッチバッドの下辺に指を置いて左ちに動かすと、左ちにスクロールしまず。 




パソ n ンの基本操作を覚えよう 
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B ポインタを動かす/夕字キーを使う -タッチバッドとマウスとキーボード- 


K ■慣れてまたら 

慣れてさたら、左ボタンを使わなくてち、巧のよラな基本的な操作びでさます。 


□ クリック/ダブルクリック 

タッチパッドを]回軽くたたくとクリック、 
2回たたくとダブルク I 」ックびでさます。 



□ ドラッグアンドド□ップ 

タッチパッドを続けて2回たたき、2回目は 
タッチパッドから指をはなさずに目的の位置 
まで移動し、指をはなします。 



タッチパッドの設定変更については、「おたすけナビ」を確認してください。 


2 


マウスのほいかた 


マウスはタッチパッドの左ボタン/ちボタンと同じ働きをします。 

モデルによっては、次の USB 対応の光学式マウスび付属しているちのびあります。 USB コネ 
クタに接続して使用してください。 

マウスは、 Windows のセットアップび終わった後に接続してください。 

マウスの接続について「3章0 USB 対応機器を使5」 

マウスを使ってポインタを動かしたり、クリック、ダブルク U ックなどをしてみましよラ。 

□ 横スク□-ル機能付光学式マウス 

* 横スク□-ル機能付光学式マウス付属モデルのみ 




画面をスク□ールでさます。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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B ポインタを動かす/夕字キーを使うータッチバッドとマウスとキーボードー 



ノ、。 
ソ 
□ 
ン 
の 
基 
本 
i 栗 
作 
を 
覚 

至 

ラ 



A \ ま意 

N 

• マウス底面の光学式センサーの赤い光を直接見ないこと 

目を痛めるおそれびあります。 


1マウスの持ちかた 

マウスを手のひらで包むよラに持ち、人さし指と中指を II 

各ボタンの上に置きます。 

0 

^ 人さし指、 \ 
^ 中指をボタン） 

尸^上に置ソ 

\ / 

■マウスをラま<動かすポイント 

/ 


マウスを動かす場所びなくなったとさは、いったんマウスを持ち上げ、マウスを動かせる位置 


に扶します。 

•マウスパッドについて 

光学式マウスに対応したマウスパッドの使用を推奨します。 

光学式マウスに対応していないちのやマウスパッドの模様によっては、正常に動作しない場 
合びあります。 

• マウスの使用場所 

マウスは平日な場所で使用してください。 

また、ガラスなどの透明な素材、鏡や光ミ尺のあるビニールなどの光を反射する素材の上では 
使用しないでください。光学式センサーびラまく動作しない場合びあります。 


■■ポインタを動かず 


滑日せるよラにしてマウスを上下左ちに動かします。ポインタびマウスの動きに合わせて動き 
ます。 
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B ポインタを動かす/文字キーを使う -タッチバッドとマウスとキーボード- 


アイコンを選択ずる 


ポインタを目的の位置に合わせて、左ボタンを]回巧し 
ます（クリック）。 



役立つ操作集 


ダブルク U ックする 

ポインタを目的の位置に合わせて、左ボタンをすばやく2回押すことで 
す。 

ダブルク U ックするとさは、マウスび動かないよラに固定した状態で 
ボタンを巧して < ださい。 



ちク U ックする 

ポインタを目的の位置に合わせて、ちボタンを]回押すことです。 



ドラッグアンドド□ップする 

ポインタを目的の位置に合わせて、左ボタンを押したまま、マウスを 
動かします①（ドラッグ)。 

ポインタび目的の位置に移動したら、ボタンからホ旨をはなします② 
(ド□ッス。 



スク□-ルする 

ホイールを前後にまわしたり、左ちに傾けたりすると、画面をス 
クロールずることびでさます。 



ぶ:す y モマウスについて 


アプ U ケーシヨンによっては、ホイールを使ったスク□-ルに対応していない場合びあります。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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B ポインタを動かす/夕字キーを使う ータッチバッドとマウスとキーボードー 


3 


—ボードの文をキーのほいかた 


文字キーは、文字や記号を入力するときに使い 
ます。文字キーに印刷されている2〜6種類の 
文字や記号は、キーボードの文字入力の状態に 
よって変わります。 


左上- 


左下- 


や 

や 


HOME 7 


前面左- 


ち上 


ち下 


前面も 


左上 

SH // TI キーを巧しなび日巧すと、記号やアルファべットの大文字び入力でさます。 

左下 

他のキーは使わず、そのまま巧すと、数字やアルファベットのル文字び入力でさます。 
大文字□ック状態にすると、大文字ち入力できます。 

ち上 

かな入力びできる状態で1州// T | キーを巧しなびら巧すと、記号、ひ日びなの促音 
(ルさい「つ」）、物音（ルさい「や、ゅ、よ」）び入力できます。 

ち下 

かな入力びでさる状態で巧すと、ひ日びなや記号び入力でさます。 

前面左 

ア□一状態のとさに巧すと、カーソル制御キーとして使えます。 

前面ち 

数字□ック状態のときに巧すと、テンキーとして使えます。 


キーボードを使った文字や記号の入力操作の詳細については、『アシストシート』、 
《できる dynabook レッスン12 (第2章）キーボードで文字を入力するには》、 
《おたすけナビ-使いこなしガイド■パソコンの設定》を参照してください。 



パソ n ンの基本操作を覚えよう 


2 
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本製品には、八ードディスクドライブび1台内蔵されています。 

内蔵されている八ードディスクドライブは、取りはずしでさません。 

USB 接続型の八ードデイスクなどを使用して記憶容量を増やすことびでさます。 



内蔵の八ードディスクとデータをやり取りしているときは 、 Disk 0 LED び点灯します。 



USB 接続などの増設八ードディスクとのデータのやり取りでは、 Disk 己 LED は点灯しません。 

八ードディスクに記録された内容は、故障や障書の原因にかかわらず保証でさません。 

万一故障した場合に備え、バックアップをとることを推奨します。 



3 I 八ードディスクドライブ 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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CD や DVD 巧ほラ 

-ドライブー 


本製品には、 DVD スーパーマルチドライブび1台内蔵されています。 

ドライブには次のマークび入っています。 

器丘リ面牆 !I 

SS!? dSSIs lReWritablel= * マ-クの位置や並び順は異なる場合びあります。 

DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R *,、 DVD + RW 、 DVD + R *^ CD - RW 、 CD - R の言売み出し/ 
書き込み機能と、 DVD - ROM 、 CD - ROM の読み出し機能を搭載したドライブです。 

* 1本書では、 「 DVD - 刊と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD-R DL (Dual Layer 
DVD - R ) を含みます。 

* 2 本書では、 「 DVD + R 」 と記載している場合、特に書を分けのある場合を除を、 DVD+R DL ( DVD+R 
Double Layer ) を含みます。 

『まむしてお使いいただくために』に、 CD / DVD を使用するときに守ってほしいことび記述さ 
れています。 

CD / DVD を使用する場合は、あらかじめその記述をよく読んで、必ず指示を守ってください。 


ほえるメディアを巧認しよ 



使用するメディアによっては、読み出しびでさない場合びあります。 

〇:使用できる X :使用できない 



読み出し * 1 

書を込み回数 

CD-ROM 

o 

X 

CD-R 

o 

] 回 

CD-RW 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 

DVD-ROM 

o 

X 

DVD-R 

0*3 

] 回 

DVD-RW 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 

DVD+R 

0*3 

] 回 

DVD 十 RW 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 

DVD-RAM 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 


*1 対応フォーマツトによっては再生ソフトび必要な場合びあります。 

* 2 実際に書を換えでをる回数は、メディアの状態や書を込みち法により異なります。 

*3 メディアの状態や書き込みち法により、読み出しでをない場合びあります。 DVD-R DL のみ追記された 
データは読み出しでさません。 

使巧できる CD / DVD の詳細と、書き込み速度については 、 『dynabookXXXXX (お使いの機 
種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を確認してください。 
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パソ n ン S 本操作を覚えよラ 




















a 仁□や DVD を使ラ ードライブー 


ぶす メモ 書き込みできるアプリケーシヨン 


書さ込みに使用でをる、本製品に添付のアプ1」ケーシヨンは次のとおりです。 

トウシバ ディスク ク U エイタ 

• TOSHIBA Disc Creator 


『映像と音楽を楽しもう □ オリジナル音楽 CD を作る』、 
《おたすけナビ-使いこなしガイド-バソコンの設定》 


ユー U - ドディーブイディームービー ライタ フォー トウシバ 

Ulead DVD MovieWriter for TOSHIBA 


『映像と音楽を楽しもう 0 映像を編集して DVD に残ず 』、 「DVD MovieWriter 」 のヘルプ 

メディアにデータを書を込むとを、メディアの状態やデータの内容、またはパソコンの使用環境に 
よって、実行速度は異なります。 


2 


CD / DVD をほラとを（セット） 


CD / DVD は、パソコン本体に装備されているドライブにセツトして使用します。 




CD / DVD の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D - 匪 ■ CD や DVD につし、て」、附録日-田使える CD を確認しよう」、 
「付録 0■回 使える DVD をお認しよう」を確認してください。 


^ィモ セットする前に確認しよう 


傷ついたりちれのひどい巳 D / DVD の場合は、挿入してから再生び開始されるまで、時間びかかる場合 
びあります。巧れや傷びひどいと、正常に再生できない場合をあります。ちれをふきとってから再生 
して < ださい。 

CD / DVD の特性や CD / DVD への書き込み時の特性によって、読み出せない場合もありまず。 



パソ n ンの基本操作を覚えよう 


お 






















□ CD や DVD を使ラードラィブー 


ドライブに関する表示 


パソコンの電源び入っていて、ドライブび動作しているときは、ディスクトレイ LED び点灯し 
ます。 


tel 


パソコン本体の電源を入れる 

Windows び起動します。 

イジェクトボタンを押す 



イジェクトボタンを巧した日、ボタンか日手をはなしてください。ディスクトレイび 
かし出てきます（数秒かかることびあります)。 

※搭載されているドライブによってイジェクトボタンの位置は異なります。 

ディスクトレイを引さ出す 



CD / DVD をのせるトレイびすべて出るまで、引き出します。 

文字び書いてある面を上にして、 CD/DVD の穴の部分をディスクト 
レイの中央凸部に合わせ、上か5押さえてセットする 




「カチッ」と音びして、セットされていることを確認してください。 
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パソミ S 本操作を覚えよラ 






















a 仁□や DVD を使ラ ードラィブー 


r カチッ」と音びするまで、ディスクトレイを押し戻す 



3 


CD/DVD をほい終わったとき（取り出し） 


宫 


パソコン本体の電源び入っているか確認する 

電源び入っていない場合は電源を入れて < ださい。 

イジェクトボタンを巧す 

ディスクトレイび少し出てきます。 

ディスクトレイを引さ出す 

CD / DVD をのせるトレイびすべて出るまで、引き出します。 

CD / DVD の両端をそっと持ち、上に持ち上げて取り出す 



CD / DVD を取り出しにくいとさは、中央己部をかし巧してください。簡単に取り出 
せるよラになります。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 



























□ CD や DVD を使ラードラィブー 


r カチッ」と音びするまで、ディスクトレイを押し戻す 



ディスクトレイび出てこない場合 


電源を切っているとさは、イジェクトボタンを押してち 
ディスクトレイは出てきません。電源び入日ない場合は、 
イジェクトホールを、先の細い丈夫なちの（クリップを 
伸ばしたちのなど）で巧してください。 

巧の場合は、電源び入っていてち、イジェクトボタンを 
巧した後すぐにディスクトレイは出てきません。ディス 
クトレイ LED の点滅び終了したことを確認してから、イ 
ジェクトボタンを巧してください。 

• 電源を入れた直後 
• ディスクトレイを閉じた直後 
•再起動した直後 

• ドライブ関係の LED び点打しているとき 



※搭載されているドライブによってイ 
ジェクトボタン、イジェクトホール、 
ディスクトレイ LE □の位置は異なり 
ます。 



パソ n ンの基本操作を覚えよう 




















本製品は表示装置として TFT カラー液晶ディスプレイ （1280 X 800 ドット）を内蔵しています。 
ドットは画素数を表します。 

テレビや外部ディスプレイを接続して使用することちでさます。 

本体液晶ディスプレイの明るさ（輝度）を調整します。輝度は「1〜8」の8段階で設定びでき 
よ9 〇 

□ 輝度の調整方ま 

: @キーを巧したまま、臣をキーを巧すたびに本体液晶ディスプレイの輝度び1段 
階ずつ下びります。 

表示される[輝度]のカードとスライダーバーで状態を確認でさます。 

: @キーを巧したまま、@キーを巧すたびに本体液晶ディスプレイの輝度び1段 
階ずつ上びります。 

表示される[輝度]のカードとスライダーバーで状態を確認でさます。 
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面旧を見やず<調舊ずる 

-ディスプレイー 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


29 



新品のメディアカードは、メディアカードの規格に合わせてフォーマットされた状態で販売さ 
れています。 

フォーマットとは、メディアカードにトラック番号やへッド番号などの基本情報を書き込み、 
メディアカードを使えるようにすることです。 

巧フォーマットをする場合は、メディアカードを使用する機器（デジタルカメラやオーディオ 
プレーヤなど）で行ってください。 

SD メモ U 力ードと SDHC メモ U 力ードは、再 フォー マットをするときに「東芝 SD メモ U 力一 
ドフォーマット」 も使用できます。 

r 東芝 SD メモ U 力ードフォーマット」については、《おたすけナビ-使いこなしガイド-パソ 
コンの設定》をご覧ください。 


~2 


I ブ IJ ツジメディアス□ツトに関する表示 _ 

パソコン本体に電源び入っている場合、ブ U ツジメディアス□ツトに挿入したメディアカード 
とデータをやり取りしているときは、ブ U ツジメディア □ LED び点灯します。 

/- N 

*1 の口 日 D 



操作にあたって 


あらかじめ、 r 付録0■回-眶■メディアカードの操作にあたって」を確認してください。 




0■いろいろなタディアカードをほ3 


ブ IJ ツジメディアス□ツト 





QI メディアカードをほう前に 


メディアカードの使用にあたって 

あらかじめ附録 H - 团メディアカードを使う前に」を確認してください。 


本製品ではなのメディアカードをブ U ッジメディアス□ットに差し込んで、データの読み出し 
や書さ込みびでさます。 

• SD メモ U 力ード •メモ U - スティック •マルチメディアカード 

• SDHC メモ I 」力ード •メモ1」ースティック PRO • xD - ピクチャーカード 


えよ、つ 
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いろいろなメディアカードを使う-ブリッジメディァス□ット- 


七ットずる 


メディアカードの表裏を確認し、表を上にして、ブリッジメディアス 
□ットに挿入する 

奥まで挿入します。 



SD メモI」力ード メモ IJ- スティック xD- ピクチヤーカード マルチメディアカード 

SDHC メモ U 力ード メモリースティック PRO 


D 七ットしたメディアカードの内客を見る 

著作権保護*'を必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なファイルは、次の手順で見 
ることびでさます。 

*1 SD メモ U 力ード、メモ U - スティックの場合 

[スタート]ボタン （@n 一 [コンピュータ]をクリックする 

[コンピュータ]画面び表示されます。 

メディアカードのアイコンをダブルクリックする 


SD メモ I 」力ード 
SDHC メモ I 」力ード 
メモ I 」ースティック 
メモ I 」ースティック PRO 
xD - ピクチャーカード 
マルチメディアカード 


セキュリティで保護された記録域デ y (イス 
セキュリティで保護された記録域デ y (イス 
MemoryStick 

U ムーノ（ブルディスクまたは MemoryStick Pro 
U ムーバブルディスク、 XD 円 cture 力ード 、 XD Card 
U ムーバブルディスク、 MMC 力ード 、 MMC Card 


(表示例) 


セツトしたメディアの内容び表示されます。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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いろいろなメディアカードを使う-ブリッジメディァス□ット- 


取り出ず 

メディアカードに保をしているファイルを使用していたり、ウィンドウを開いたりしていると、 
取り出しびでさません。 

ウィンドウやファイルを閉じてか日、操作を行ってください。 

メディアカードの使用を停止する 

① [スタート]ボタン（@)一 [コンピュータ]をクリックする 

[コンピュータ]画面び表示されます。 

② メディアカードのアイコンをちクリックし ①、 [を全に取りがす]をクリックする ② 
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它キユリティでみ養された記ち 
ちデバイス（X;) 


.① 


/ エクスプローラ(X) 

閱く仰 
おまの… 

巨おち生を巧く (Y)... 

ま乏 SD メモリカードフォーマタト (M) 

锦州… 

ボータブルデバイスとして巧く 

ゾ … r & ■ — 


5をに取りかす (S) 

' 

切ご巧り (T) 


コピー的 


シヨートカジトの巧ぶ (S) 


名前のま g(M) 


プ□パテイ (R) 



.② 


(表示例） 


通知領域に[八ードウエアの取り外し]のメッセージび表示されます。 


メディアカードを押す 

カードびかし出てきます。そのまま手で取り出します。 





パソ n ンの基本操作を覚えよう 
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国ネツトワークの世界へ 


本製品に内蔵されている通信に関する機能を説明しています。 

プ□ー ドバンドでインターネットに接続する方法や、他のパソコンと 
通信する方法について紹介します。 


1家庭内ネットワークで広がる世界 . 34 








家庭内ネットワークで広がる世巧 


家族びそれぞれ自分専用のパソコンを持っている場合、]つのプ U ンタを共有したいとさや、 
ADSL モデムを使ってインターネットに接続したいときは、ネットワークを使うと便利です。 


LAN ち続はこんなに便利 


家族びそれぞれ自分専用のパソコンを持っている場合や、ひとりで複数のパソコンを持ってい 
る場合など、家庭内に複数のパソコンびあるときは 、 LAN (Local Area Network ) を使うと 
便利です。 

LAN 機能にはケーブルを使った有線 LAN と、ケーブルを使わない無線 LAN びあります。 



(接続例） 

■有線 LAN 

有線 LAN の機能や LAN ケーブルの接続については、『準備しよう3章〇'田ブ□-ドバンド 
で接続する』を参照してください。 

■無線 LAN 

無線 LAN とは、パソコンに LAN ケーブルを接続していない状態でもネットワークに接続できる、 
ワイヤレスの LAN 機能のことです。モデムやルータの位置とは関係なく、無線通信のエ U ア内 
であればあらゆる場所か日コンピュータを LAN システムに接続できます。 

無線 LAN ルータや無線 LAN アクセスポイント（市販）などを使用することによって、ワイヤレ 
スでネットワーク環境を実現でさます。 

ネットワークに接続したあとに、ファイルの共有の設定や、ネットワークに接続しているプ U 
ンタなどの機器の設定を行ラ必要びあります。ネットワーク機器の接続先やネットワークの詳 
しい設定については、[スタート]ボタン（@)一 [ヘルプとサポート]をク I 」ックして、 
『 Windows ヘルプとヴポ ー ト』を参照してください。 
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ネットつ—夕の貨へ 


































































* 無線 LAN モデルのみ 


n 無線 LAN モジユールのお認 

本書では、内蔵された無線 LAN モジュールの種類によって説明び異なる項目びあります。 

使巧しているパソコンに合った説明をご覧ください。 

使用しているパソコンに内蔵された無線 LAN モジュールの種類は、 「 Confi 旨 Free 」 を使って確 
認でさます。 

《おたすけナビ-使いこなしガイド■バソコンの設定》 

Q 通知領域のに onfi 邑 Free] アイコン（さ）をクリックする 


表示されたメニューか5 [ワイヤレスネットワーク接続] 
テイ]をクリックする 


[プ□パ 


r 接続の方法：」でアダプタ名を確認する 

アダプタ名び示すモジュールは、それぞれなのよラになります。 

• fAtheros AR 己006 EX Wireless Network Adapter 」 の 場合 

IEEE 802.1 la ( J 已 2 /VV 已 2 /VV 已 3)、 IEEE 802'1] b および IEEE 802'1] 邑に巧 
応したモジュールです。このモジュールを 、 「Atheros a / b / 旨モジュール」または 
fAtheros IEEE 802.1 ] abg モジュール」と呼びます。 

• fAtheros AR 己006 EG Wireless Network Adapted 、 
fAtheros AR 己007 EG Wireless Network Adapted の 場合 

IEEE 802.1 ] b および IEEE 802.1 ] 邑に対応したモジュールです。 

このモジュールを 、 「Atheros b / 旨モジュール」または 「Atheros IEEE 802.1] b 邑 
モジュール」と呼びます。 


その他の本製品の無線 LAN モジュールの仕様については、「付録凸-眶画無線 LAN の概要」 
と 『dynabookXXXXX (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を確認してくださし 


量忍してください。 




無線 LAN のご使用にあたって 


あらかじめ、「付録 II - E 9 無線 LAN について」を確認してください。 
セキュ U ティに関してのを意事項や使用上のを意事項を説明していまず。 


因 r ワイヤレス(無線） LAN を使ラ 


_ 〇家庭内ネットワークで広がる世界 

ネットワークに接続している機器の設定は、それぞれの取扱説明書を確認してください。 

また、会社や学校で使用する場合は、ネットワーク管理をに確認してください。 


ネットワ—クの世界へ 
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D 家庭内ネットワークで広がる世界 


—ワイヤレスコ三ュニケーシヨン 

LED 


1 [ I ^ [L Jirw 


^ワイヤレスコ三ュニケーシヨン 
スイッチ 


ワイヤレス〕ミュニケーシヨン（(平)）に D び点灯します。 

LU 降の無線の設定方法には、巧の2種類びあります。 

•「 Confi 旨 Free 」 を使う 
• Windows 標準機能を使う 

に onfigFree 」 を使って設定する場合は、『無線 LAN 日く日く設定シート』を参照し、 
r おたすけナビ」の r 無線 LANb く日く設定」を使ラと接続設定手順び確認でさて便 
利です。 

また、 Windows 標準機能を使って設定する場合は、《できる dynabook レッスン2已 
(第3章）無線 LAN でインターネットに接続するには》を参照してください。 

E ConfigFree 



本体前面にある、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチを On 側にス 
ライドする 


〇 



((f) 



•パソコン本体を航空機に持ち込む場合、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチをオフ側 
にし、必ずパソコン本体の電源を切ること 

ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチをオンにしたまま持ち込むと、パソコンの電波に 
より、計器に影響を与える場合びあります。 

また、航空機内でのパソコンのご使用は、必ず航空会社の指示に従ってください。 


* 本製品に用意されている 「 Confi 吕 Free 」 を使うと、近隣の無線 LAN デバイスを検出したり 、 LAN 
ケーブルをはずすと自動的に無線 LAN に切り替えるなど、ネットワーク設定に便利な機能び使えます。 

Confi 有 Free の設定ち法《おたずけナビ-使いこなしガイド-バソコンの設定》 


A 警告 


B 巧線 LAN を巧ってみよう 


封 

ネットつ—クの世界へ 
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■ 旧巧な思を巧つで傑巧を拓けよ 3 


パソコンでできることをさ5に広げたい。 

そのためには周迅機器を接続して、機能を掘;張しましよう。 

本製品に取り付け5れるさまざまな周辺機器の取り付けかたや各種設 
定、取り扱いについて説明しています。 


1周辺機器を使う前に . 38 

2パソコンの動作をスムーズにする 

-メモリの増設一 . 39 

3 USB 対応機器を使う . 43 
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周巧機巧をほ 3 巧に 


周辺機器とは、パソコンに接続して使ラ機器のことで、デバイスとちいいます。周辺機器を使 
ラと、パソコンの性能を高めたり、パソコンび持っていない機能を追加することびできます。 
周辺機器には、パソコンのカバーを開けて、パソコンの中に取り付ける内蔵方式のちのと、パ 
ソコン本体の周囲にあるコネクタや端テ、ス□ットにつなぐ外付け方式のちのびあります。 


■ 内蔵方式のもの 

• メモ I 」 


ルツテ U 


■が付けち式のもの 

本製品のインタフェースにあった周辺機器をご利用ください。 

周辺機器によっては、インタフェースなどの規格び異なることびあります。インタフェースと 
は、機器を接続するときのケーブルやコネクタや端テ、ス□ットのあ状などの規格のことです。 
購入される際には、目的にあった機能を持ち、本製品に対応している周辺機器をお遇びください。 
周辺機器び本製品に対応しているかどラかについては、その周辺機器のメーカに確認してください。 

コネクタの仕様について《おたすけナビ-使いこなしガイド-バソコンの設定》 




■ ぉ願ぃ 

m 


周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって 


あらかじめ、 r 付録 D -^ ■周辺機器について」をお認してください。 


本製品で使用でさるおちな周辺機器は、なのとおりです。 

• メモ I 」 

メモ1」の増設「本章0パソコンの動作をスムーズにする」 

• US 關応機器 

USB 対応機器「本章0 USB 対応機器を使ラ」 

• i.LINK ( IEEE 1394) 対応機器 

i.LINK (IEEE 1394) 対応機器 

《おたすけナビ-使いこなしガイド-バソコンの設定〉〉 

•テレビ 

テレビの接続「本章0バソコンの画面をテレビに映す」 

•外部ディスプレイ 

外部ディスプレイの接続「本章0パソコンの画面をが部ディスプレイに映す」 

• 7イク□ホン 

マイク□ホンの接続《おたすけナビ-使いこなしガイド-バソコンの設定》 

•へッドホン 

へッドホンの接続《おたずけナビ-使いこなしガイド■バソコンの設定》 

• ExpressCard 

ExpressCard 《おたすけナビ-使いこなしガイド■パソコンの設定〉〉 
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パソコンの動伟巧スムーズにずる 

-メモリの増設一 


増設メモリス□ットに増設メモリを取り付けることびでをます。 

ご購入のモデルによって、あらかじめ取り付けられているメモリの容量が異なります。 
メモリび取り付けられていないス□ットに別売りの増設メモリを取り付けたり、取り付けられ 
ている >(モリを別売りの増設メモリと付け換えることができます。 

増設メモリは、容量によってなの3タイプがあります。 


2 GB 

1 GB 

512 MB 


PAME 2 日日か 

PAME 1004 

PAME 5124 


牢 Core モデルのみ 

取り付けることのでさる各モデルのメモ U の容量は、次のとおりです。 
Core モデル：各ス□ット最大 2 GB 拾計 4 GB ) まで 
Celeron モデル：各ス□ット最大 ] GB (合計 2 GB ) まで 


A 警告 


•本文中で説明されている部分 L ソかは絶対に分解しないこと 

内部には高電圧部分び数多くあり、万一軸ると、感電ややけどのおそれびあります。 


A ま意 


•ステープル、ク U ップなどの 金属 や、コーヒーなどの液体を 機器 内部に入れないこと 

火災、感電の原因となります。万一、機器内部に入った場合は、バッテ U を取りはずし、 
電源を入れずに、お買い巧めの販売店、またはお近くの保守サービスに点検を依頼してく 
ださい。 

•増設メモ U の取り付け/取りはずしは、必ず電源を切り、 AC アダプタのプラグを抜き、 
バッテ U パックを取りはずしてか 5 作業を行うこと 

電源を入れたまま取り付け/取りはずしを行ラと感電、故障のおそれびあります。 

• 電源を切った直後に増設メモ IJ の取り付け/取りはずしを行わないこと 
内部び高温になっており、やけどのおそれびあります。電源を切った後3□分 L ソ上たって 
から行ってください。 


■編" 


メモリの増設の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D - D - メモ U の増設の操作にあたって」を確認してください。 


増設メモ U は、東芝製オプションを使用してください。それじ(外のメモ U を増設すると、起動 
しなくなったり、動作び不安定になる場合びあります。 


周辺機器を使つて機能を度よラ 
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0 パソコンの動作をスムーズにする-メモリの増設- 


ぶ巧 メモデュアルチヤネルについて 


デュアルチャネルに対応したモデルでは、同じ仕様で同じ容量のメモ U を、それぞれス□ット A 、 ス□ッ 
卜 B に装着すると、2枚のメモ U に効率よくアクセスすることびでをます。 

ご購入いただいたモデルび、デュアルチャネルに対応しているかどうかは、別紙の 『dynabook XXXXX 
(お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』でご確認ください。 


眶■メモリを増設する 

あ日かじめ取り付け日れているメモ U を交換したい場合は、先にメモ U の取りはずしを行って 
くださし、。 

「本節メモ U を取りはずず」 




データを保をし、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『準備しよラ1章 0- 居]電源を切る』 


Q パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテリパックを取りは 
ずす 

バッテ U パックの取りはずし「4章 11- 团バッテリバックを交換する」 

増設メモリカバーのネジ1本をゆるめ①、カバーをはずす⑨ 



増設メモ I 」ス□ットの内部に異物び入日ないよラにしてください。 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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0 パソコンの動作をスムーズにする-メモ U の増設- 


増設メモ U の切れ込みを、増設メモ U ス□ットのコネクタのツメに合わせて、しっか 
り差し込みます。フックびかかりにくいときは、ペン先などで広げてください。 
このとさ、増設メモ U の両端（切れ込みび入っている部分）を持って差し込むよラに 
してくださし、。 

増設メモリカバーをつけて①、手順 D でゆるめたネジ1本をとめる② 



増設メモ U カノ（一び浮いていないことを確認してください。 

バッテリパックを取り付ける 

バッテリバックの取り付け「4章 11 - 团バッテ U バックを交換する」 

パソコン本体の電源を入れると総メモ U 容量び自動的に認識されます。総メモ U 容量 
び正しし佩確認してください。 

メモ U 容量の確認について「本節 E 9 メモ U 容量を確認ずる」 


メモリを取りはずす 

データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『準備しよう1章 □- 因電源を切る』 

パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 
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0 パソコンの動作をスムーズにする -メモリの増設- 


ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテリパックを取りは 
ずす 

バッテ U バックの取りはずし「4章 11 - 团バッテリバックを交換する J 

増設メモリカバーのネジ1本をゆるめ、カバーをはずす 

増設メモ U ス□ットの内部に異物び入日ないよラにしてください。 

増設メモリを固定している左ちのフックをペン巧などで開き①、増設メ 
モリをパソコン本体か5取りはずす② 



斜めに持ち上びった増設メモ U を引さなさます。 

増設メモリカバーをつけて、手順【 I でゆるめたネジ1本をとめる 

増設メモ U カノ（一び浮いていないことを確認してください。 

バッテリパックを取り付ける 

バッテ U パックの取り付け「4 章 11 - 团 バッテ U バックを交換する」 

パソコン本体の電源を入れると総メモ U 容量び自動的に認識されます。総メモ U 容量 
び正しし佩確認してください。 

MM メモリ容量をお認ずる 

メモ U 容量は r 東芝 PC 診断ツール」で確認することびできます。 

[スタート]ボタン（盾 >) 一[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] - 
[ユーティリテイ] 一 [PC 診断ツール]をクリックする 


[基本情報]タブの[物理メモリ]の数値を確認する 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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3 ■ USB が応機巧をほう 


USB 対応機器は、電源を入れたままの取り付け/取りはずしびでさ、プラグアンドプレイに巧 
応しています。 

USB 対応機器にはなのようなちのびあります。 

• USB 対応マウス • USB 対応プリンク 

• USB 対応スキヤナ • USB フラッシュメモ I 」など 

本製品の USB コネクタには USB 2 .□対応機器と USB 1.1 対応機器を取り付けることびできます。 
USB 対応機器の詳細については、 『 USB 対応機器に付属の説明書』を確認してください。 

USB 対応機器の操作にあたって - 

•あらかじめ、「付録 D - D - USB 対応機器の操作にあたって」を確認してください。 


■■取り付け 

I us 己ケーブルのプラグを us 日対応機器に差し込む 

この手順び必要ない機器もあります。 USB 対応機器についての詳細は、 『 USB 対応機 
器に付属の説明書』を確認してください。 

f us 己ケーブルのもう一方のプラグをパソコン本体の US 日コネクタに差 
し込む 

プラグの向さを確認して差し込んでください。 














B USB 対応機器を使う 


取りはずし 


USB 対応機器の使用を停止する 

①通知領域の [ A — ドウエアのを全な取りがし]アイコン （ B ) をクリックずる 

* 通知領域にこのアイコン （ D ) び表示されなし… SB 巧応機器は、巧の手順は必要ありません。 
手順0に進んでください。 



B 


② 表示されたメニューか5 [XXXX (取りはずす USB 対応機器）をを全に取り外し 
まず]をク U ックする 

③ r このデ/(イスはコンピュータからを全に取り外すことができます。」のメッセー 
ジが表示された5、 [0 K ] ボタンをクリックずる 

パソコン本体と US 己対応機器に差し込んである US 己ケーブルを巧く 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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パソコンの面面をテレビに映ず 

-テレビの接続一 


本製品の S - Video 出カコネクタとテレビをケーブルで接続すると、テレビ画面に Windows の 
デスクトップ画面を表示させることびできます。 

■パソコン上で再生中の DVD を、テレビに表示する 

rWinDVDJ での DVD 再生など、パソコンで視聴/再生している映像を、ご家庭のテレビにも 
表示させることびでさます。 


パソコン本体と、テレビを接続する 

r 本節因]バソコンに接続ずる」 


パソコンの画面をテレビに表示する設定を 
ずる 

「本節巧]表示を切り替える」 





^ メモ 


テレビの代わりに、外部ディスプレイを接続して表おすることもできます。 


■接続の前に 

テレビを接続するとさは、『テレビに付属の説明書』ちあわせて確認してください。 
S 映像入力端テびあるテレビを接続できます。 

接続する S 端モケーブルは、市販の4ピンコネクタのケーブルを使用して<ださい。 


周辺機雲使つて靈を度ぶラ 
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D パソコンの画面をテレビに映す -テレビの接続- 


パソコンにち続する 


テレビ接続の操作にあたって 

•あらかじめ「付録 D -^ ■-テレビ接続の操作にあたって」をお語してください。 

テレビとパソコン本体の電源を切った状態で接続してください。 

B S 端子ケーブルのプラグをパソコン本体の S - Video 出カコネクタに差し 
込む 



B S 端子ケーブルのをう一方のプラグをテレビの S 映像入力端子に差し込 
む 

Q テレビの電源を入れてか5、パソコン本体の電源を入れる 

Tm 音声はパソコンのスピーカで聞くか、ヘッドホン出力端子にヘッドホンを接続して聞 
B いてください。 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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【 I パソコンの画面をテレビに映す -テレビの接続- 


回 


表示を切り替える 


テレビを接続した場合には、巧の表示方法びあります。 

表示方法は、表示装置の切り替えを行ラことで変更でさます。 

■ 本体液晶ディスプレイだけに表示/テレビだけに表示 

いずれかの表示装置にのみ、デスク 
トップ画面を表示します。 



OFF 


■ 本体液晶ディスプレイとテレビの同時表示 
• ク□—ン表示 

2つの表示装置それぞれにデスク 
トツプ画面を表示します。 




拡張表示 

2つの表示装置を1つの大さなデ 
スクトツプ画面として使用け広張 
表 ttO します。 




テレビに表示するには次の設定を行ってください。設定を行わないと、テレビには表示されま 
せん。 

庐 t メモ 

• テレビに表示する場合は、] 024 X 7 已8ドットけ下のお像度でご覧ください。 

表示を切り替えたとさ、システムによって自動的に解像度び変更される場合びあります。 

本体液晶ディスプレイだけに表示を切り替えると、元の解像度に戻ります。 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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パソコンの画面をテレヒに映す-テレビの接続- 


^ P 方法 1 -コントロールパネルで設定ずる 

[スタート]ボタン（な）一[コント□—ルパネル]をクリックする 
Q [圍その他のオプション]をクリックする 
QI [回 Intel ( R ) GM A Driver for Mobile ] ボタンをクリックする 
[ディスプレイデバイス]で表示する装置を選択する 


I デイスブレイデバイス 


rja ノートブククとテレビ 
シンヴルデイスブレイ 


マルチデイスブレイ 

な In 似 (R) デュアル.デイブライマリデバイス 
ユブレイ•。□ー ン I ノ-トブック - 

な?!デスウトッブ が!ンタリデバイス 


[ 0 K II キサンセル 


读示例） 


チェック ) びついている項目び現在の表示装置です。 

* 画面はテレビと外部ディスプレイを接続している場合の表示例です。 

• 本体液晶ディスプレイだけに表示 

[ノートブック]をク I 」ックしてください。 

• テレビだけに表示 

[テレビ]をク I 」ックしてください。 

画面左側の[ディスプレイ設定]をク U ックして表示される画面の「ビデオ標準」 
か日モードを選択してください。 

- NTSC-M (米国仕様の TV 受信機） 

. NTSC-J (日本仕様の TV 受信機） 

- PAL-B (ヨー□ッパ仕様の TV 受信機） 

• 外部ディスプレイだけに表示 

[ PC モニタ]をク I 」ックしてください。 

• ク □— ン表示 

2つの表示装置それぞれにデスクトップ画面を表示します。 

① [ Intel ( R ) デュアル•ディスプレイ•ク□-ン]をクリックする 

② 表示に合わせた設定をする 


項目 

本体液晶ディスプレイと 
外部ディスプレイでク□-ン表示 
本体液晶デイスプレイとテレビで 
ク□—ン表示 


プライマリデバイスセカンダリデバイス 


ノートブック 


ノー トブック 


PC モニタ 


テレビ 




周辺機器を使って機能を広げよラ 
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【 I パソコンの画面をテレビに映す -テレビの接続- 


• }広張表の 

2つの表示装置を]つの大さなデスクトップ画面として使用できます。 

本体液晶ディスプレイと外部液晶ディスプレイまたはテレビの両方にク□ーン表示 
しているとさ、[画面の設定]からあ張表示を設定でさない場合びあります。その 
ときは、 |〔77?り +内が+|パ2|キ_を巧して設定画面を表示し、巧のよラに操作し 
9 〇 

① [} に張デスクトップ]をクリックする 

② 表示に合わせた設定をする 


項目 

プライマリデバイス 

セカンダリデパイス 

本体液晶ディスプレイと 
外部ディスプレイであ張表示 

ノー トブック 

PC モニタ 

本体液晶ディスプレイとテレビで 
拡張表 

ノー トブック 

テレビ 


た-すメモ 

•本体液晶ディスプレイとか部ディスプレイをクローン表示または化張表示に設定する際 
に、外部ディスプレイにノイズび発生した場合は、か部ディスプレイの解像度、色数 、 U 
フレッシュレートを下げてご使用ください。 

設定は、クローン表示または化張表示に設定したあと、[ディスプレイ設定]をク U ック 
し、表示される画面で行います。 


[0K] ボタンをクリックする 

巧の画面び表示されます。 



Q [0K] ボタンをクリックする 
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【 I パソコンの画面をテレビに映す -テレビの接続- 


^方法 2 — 两7]+吊1キーを使ラ 

•表示装置を LCD (本体液晶ディスプレイ）に戻す方法 

現在の表示装置び LCD (本体液晶ディスプレイ） L ソ外に設定されている場合、表示装置を 
LCD に戻すことびできます。表示装置を選択する画面び表示されていない巧態で、岡+间 
キーを3秒じ(上巧し続けてください。 

表示装置に何ち表示されず、選択する画面び表示されているか確認できない場合は、し b た 
んキーボードか日指をはなしてから、 |AV] + r^ キーを3秒じ(上巧し続けてください。 


I 表示装置を選択する画面 _ 

臣研キーを巧したまま^キーを巧すと、 「TOSH 旧 A 円 ash Cards」 の表示装置を選択する画 


周 
辺 
機 
器 
を 

使 

〇 

I ©© 〇 ©®©© 表示例 

% 上のカードは現在の表示装置をおしています。@キーを巧したまま^キーを巧すたびに、大 
きなアイコンび移動します。表おする装置に大きなアイコンび移動したら、キーをはなすと 
j- 表示装置び切り替わります。 

J アイコンは、左か日次の意昧を表しています。 


• LCD. 本体液晶ディスプレイだけに表示 

• LCD+CRT....... 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイにク□-ン表示 

• CRT. 外部ディスプレイだけに表示 

本体液晶ディスプレイには何ち表示されません。 

• LCD+TV. 本体液晶ディスプレイとテレビにク□-ン表示 

• TV. テレビだけに表示 

本体液晶ディスプレイには何ち表示されません。 


• LCD 十 CRT Extended Desktop 

. ディスプレイと外部ディスプレイに拡張表示 

本体液晶ディスプレイびプライマI」モニタになります。 

• LCD+TV Extended Desktop 

. 本体液晶ディスプレイとテレビに拡張表示 

本体液晶デイスプレイびプライマI」モニタになります。 



画面はテレビと外部ディスプレイを接続した場合です。 
LCD または接続している表示装置のアイコンのみ表示 
されます。 
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【 I パソコンの画面をテレビに映す-テレビの接続- 


□化お表示でプライマリモニタを切り替える方法 

現在の表示装置び拡張表示に設定されている場合、プライマ U モニタ、セカンダ U モニタを切 
り替えるアイコン （Switch Image) び表示されます。 

—— * 画面はテレビと外部ディスプレイを接続した 

場合です。 LCD または接続している表示装 
置のアイコンのみ表示されます。 


@魚風 


读示例） 


@ + @キーを巧して、プライマリ、セカンダ U を切り替えるアイコンに移動した日、 

@キーをはなすと、表示装置び切り替わります。 

複数のユーヴで使巧する場合、ユーヴアカウントを切り替えるときは[スタート]ボタン（@) 
一 D ボタンをク U ックし、表示されたメニューか日[□グオフ]を選択してください。[ユー 
ヴーの切り替え]で切り替えた場合は、キーで表示装置を切り替え日れません。 
ユーヴアカウントの切り替え 『 Windows ヘルプとサポート』 


パソコン本体の電源を切ってか日、テレビの電源を切った後、取りはずしを行ってください。 

Windows を終了させてパソコン本体の電源を切る 

電源の切りかた『準備しよう1章 □- 因電源を切る』 

Q テレビの電源を切る 

Q パソコン本体とテレビに差し込んである、 S 端子ケーブルを巧く 
■ アプリケーシヨンの利用に関するを意事項 

rinterVideo WinDVD」 で使用する表示装置を変更したい場合は、アプ U ケーシヨンを起動す 
る前に表示装置を切り替えてください。 

起動中は、表示装置を切り替えることびできません。 


周辺機器を使って 
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パソコンの面面をか部ディスプレイに巧ず 

-か部ディスプレイの接続一 


RGB コネクタにケーブルを接続して、外部ディスプレイに Windows のデスクトップ画面を表 
示させることびでさます。 



メモ 


使用可能なが部ディスプレイは、本体液晶ディスプレイで設定している解像度により異なります。 
解像度にあった外部ディスプレイを接続してください。 


■■パソコンに接続ずる 

外部ディスプレイとパソコン本体の電源を切つた状態で接続してください。 

外部ディスプレイのケーブルのプラグを RG 己コネクタに差し込む 



Q が部ディスプレイの電源を入れる 
Q パソコン本体の電源を入れる 

上の手順で電源を入れると、パソコン本体は自動的に外部ディスプレイを認識します。 


周辺機雲？て靈を度 f 
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0 パソコンの画面を外部ディスプレイに映す-外部ディスプレイの接続一 


^ a パソコンから取りはずす 

外部ディスプレイを取りはずすときは、「ス U - プ」や「休止状態」にせず、必ず電源を切って 
ください。 

V Windows を終了させてパソコン本体の電源を切る 

電源の切りかた『準備しよう1章 □- 因電源を切る』 

Q か部ディスプレイの電源を切る 
Q RG 己コネクタか5ケーブルを巧く 

匪遅表示を切り替える 

外部ディスプレイを接続した場合には次の表示方法びあります。 

• 外部ディスプレイだけに表示する 

•外部ディスプレイと本体液晶ディスプレイに同時表示する 
. ク□—ン表示 
' 拡張表 

♦本体液晶ディスプレイだけに表おする 

表示ち法は、テレビに表おする場合の説明を参考にしてください。 

表示方法について「本章 □- 回表示を切り誓える」 

r 電源オプション」で表示自動停止機能を設定して外部ディスプレイの表示び消えた場合、キー 
あるいはタッチパッドの操作により表示び復帰します。また、ス U - プに設定してある場合は、 
電源スイッチを押してください。 

表示び復帰するまで]0秒前後かかることびありますび、故障ではありません。 

I 切り替え方法 _ 

表示装置を切り替える方法は、テレビに表示する場合の「方法1」や「方法2」を参考にしてく 
ださい。 

表示方法について「本章 □- 因表示を切り誓える」 



外部ディスプレイに表示する場合、表示位置や表示幅などび正常に表示されない場合びあります。 
この場合は、外部ディスプレイ側で、表示位置や表示幅を設定してください。 


周辺機器を使つて機能を度ぶラ 
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■ パッテリ駆動で巧う 


パソコンをモバイル使用する際に大事なを在であるバッテリは、使い 
かたによっては長持ちさせることびでさます。 

ここでは、充電や巧電量の確認など、バッテリを使用するにあたって 
の取り扱い方法について説明しています。 


1バツテリについて 


已巨 








パッテ y にごいて 


パソコン本体には、バッテ U パックび取り付け日れています。 

バッテ U を充電して、バッテ U 駆動 （ AC アダプタを接続しない状態）で使ラことびでさます。 
本製品を初めて使用するとさは、バッテ U パックを充電してから使用してください。 

バッテ U 駆動で使ラ場合は、あ日かじめ AC アダプタを接続してパ'ッテ U パックの充電を完了 
(フル充電）させるか、フル充電したバッテ U パックを取り付けてください。 

『安むしてお使いいただくために』に、ノ（ッテ U パックを使用するとさの重要事項び記述されて 
います。バッテ U 駆動で使ラ場合は、あらかじめその記述をよく読み、必ず指示を守ってくだ 



ッ 

U 

駆 

動 

で 

使 
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さい。 


么尼険 

•パ'ッテ IJ パックは、必ず本製品に付属の製品を使用すること 

寿命などで交換する場合は、東芝製バッテ UPABASO 目8をお買い巧めください。 

指定(外の製品は、電圧や端テの極性び異なっていることびあるため乂災-破裂-発熱の 
おそれびあります。 

•パッテ U パックを分解-改造しないこと 

分解-改造すると、乂災•破裂-発熱の原因となります。指定！;(外の製品や、分解-改造 
したちのは、安全性や製品に関する保証はでさません。 


A 警告 

•別売りのバッテ IJ パックをお買い上げ後、初めて使用する場合にサビ、異臭、発熱などの 
異常びあると思われるとさは使用しないこと 

お買い巧めの販売店または、お近くの保守サービスに点検を依頼してください。 


A 迂后、 

•パ'ッテ U パックの充電温度範囲内（己〜3己で）で充電すること 

充電温度範囲内で充電しないと、液ちれや発熱、性能や寿命び低下するおそれびあります。 


パッテリを使用するにあた〇て — 

•あらかじめ、「付録 D - 匡 a バッテ U について」をお認してください。 
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n バッテ u につし''て 


D バッテリ巧電量を確認する 


バッテ U 駆動で使ラ場合、バッテ U の充電量び減って作業を中断したりしないよラ、バッテ U 
の充電量を確認しておく必要びあります。 


■■ Battery LED でお認ずる 

AC アダプタを使用している場合 、 Battery Cll LED び点灯します。 




•1 の口 目 D 



Battery a LED はなの状態を示しています。 



青まに IsJ 录 

凡巧兀」 

オレンジ 

充電中 

オレンジの点滅 

充電び必要 

バッテ U の充電について「本節居]バッテ IJ を充電ずる」 

消打 

-バッテ U び接続されていない 
- AC アダプタび接続されていない 
-バッテ1」異常 

異常の場合は、購入店または近くの保守サービスに連絡してくだ 
さい。 
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U 通知領域の[バッテリ]アイコンでお認ずる 

通知領域の[バッテ U ] アイコン（固）の上にポインタを置くと、 
バッテ U 充電量び表示されます。 

このときバッテ U 充電量じ(外にち、現在の電源プランび表示されます。 


岳をに巧を夕れました C100%) 


n 

現巧の亀运プラン：パランス 


省電力設定について《おたずけナビ-使いこなしガイド■バソコンの設定》 

1力月じ(上の長期にわたり、 AC アダプタを接続したままパソコンを使用してバッテ U 駆動を行 
わないと、バッテ U 充電量び少しずつ減少します。このよラな状態でバッテ U 充電量び減少し 
たとさは 、 Battery CII LED や[バッテ U ] アイコンで充電量の減少び表示されないことびあ 
1力月に]度は再充電することを推奨します。 

再巧電について《おたずけナビ-使いこなしガイド■パソコンの設定》 


ります。 
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n バツテリについて 


K ■バッテリ巧電量び減少したとま 

電源び入っている状態でバッテ U の充電量びかなくなると、巧のよラに警告します。 

• Battery 1=1 LED びオレンジ色に点滅する（バッテ U の残量びかないことをおしています） 
•パ'ッテ I 」のアラームび動作する 

「電源オプション」で[プラン設定の変更]^ [詳細な電源設定の変更]をク U ックして表 
示される[詳細設定]タブの[バッテ U 低下の通知]で設定すると、バッテ U の残量びかな 
くなったことを通巧したり、自動的に対処する動作を行います。 

省電力設定(電源オプション）について 
《おたすけナビ-使いこなしガイド-バソコンの設定》 

上記のよラな警告び起こった場合はただちに次のいずれかの方法で対処してください。 

① パソコン本体に AC アダプタを接続し、充電する 

② 電源を切ってか日、フル充電のバッテ U パックと取り換える 

購入時は休止状態び設定されています。バッテ U 減少の警告び起こってち何ち対処しなかった 
場合、パソコン本体は自動的に休止状態になり、電源を切ります。 

長時間使用しないでバッテ U び自然に放電しさってしまったときは、警告音ち鳴らず、 

Battery a LED でち放電しきったことを知ることはできません。長時間使用しなかったとき 
は、充電してか日使用してください。 

I 時計用バッテ IJ _ 

本製品には、取りはずしびでさるノ（ッテ U パックの他に、内蔵時計を動かすための時計用バッ 
テ U び内蔵されています。 

時計用バッテ U の充電は、 AC アダプタを接続し電源を入れているとさ（電源 ON 時）に行われ 
ますので、普通に使用しているときは、あまり意識する必要はありません。ただし、あまり充 
電されていない場合、時計び止まったり、遅れたりすることびあります。 

時計用バッテ U び切れていると、時間の再設定をラなびす Warning (警告）メッセージび出ます。 

■充電完了までの時間 


状態 

時計用バッテリ 

電源 ON (Power & LED び青または緑に点灯） 

24時間 


実際には充電完了まで待たなくてち使用でさます。また、充電状態をミ日ることはでさません。 
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ッテリを巧電する 


充電方法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 



バッテリを充電するにあたって 


あらかじめ、 r 付録 □- 匡 a - バッテ U を充電するにあたって」をお認してくださし、。 



バツテリ駆動で使ラ 



























n バツテ u につし''て 


KB 巧電方;去 

n パソコン本体に AC アダプタを接続し、電源コードのプラグをコンセン 
W 卜に差し込む 

I DC IN ^に D び青または緑に点灯して Battery G LED びオレンジ色に点打する 
I と、充電び開始されます。 

I 電源コードのプラグをコンセントに差し込むと、電源の ON/OFF にかかわ日ずフル 
I 充電になるまで充電されます。 

B Battery Cll LED び青または緑になるまで充電する 

バッテ U の充電中は Ba け ery a LED びオレンジ色に点灯します。 

DC IN ^ LED び消灯している場合は、電源び供給されていません。 AC アダプタ、 
電源コードの接続を確認してください。 

反 f ゾモ 

• バソコン本体を長時間ご使用にならないとさは、電源コードの電源プラグをコンセントから抜いてく 
ださい。 


■充電完了までの時間 

ノ（ッテ U 充電時間は、ノ（ソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異なります。 
周囲の温度びほいとき、バッテ U パックの温度び高くなっているとさ、周辺機器を取り付けてい 
るとき、アプ U ケーシヨンを使用しているときは、充電完了まで時間びかかることびあります。 
詳細は、別紙の [dynabook XXXXX (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照 
してください。 

■使用できる時間 

バッテ U 駆動での使用時間は、パソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異 
なります。 

詳細は、別紙の [dynabook XXXXX (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照 
してください。 

■バッテリ駆動時の処理速度 

高度な処理を要するソフトウェア （3 D グラフィックス使用など）を使用する場合は、充分な 
性能を発揮するために AC アダプタを接続してご使用ください。 

■使っていないときの充電保持時間 

パソコン本体を使わないで放置していてち、バッテ U 充電量はかしずつ減っていさます。バッ 
テリの保持時間は、放置環境などによって異なります。 

保持時間は、充電完了の状態で電源を切った場合の目安にしてください。 

詳細は、別紙の [dynabook XXXXX (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照 
してください。 

ス U —プを実行した場合、放電しさるまでの時間び非常に短いため、パ'ッテ U 駆動時は休止巧 
態、または八イブ U ッドス U —プにすることをおすすめします。 



バッテリ駆動で使ラ 
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n バツテリについて 


取りはずし/取り付け 


データを保をし、 Windows を終了させて電源を切る 

固永電源の切りかた『準備しよう1章□-回電源を切る』 

Q パソコン本体か 5 AC アダプタと周辺機器のケーブル類をはずす 
Q ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返す 
バッテリま全□ックを矢巧の方向に引く 

バッテ I 」 ■ |」|」ースラツチびスライドできるよラになります。 



メモ 


バッテ U パックは消耗品です。使いかたを工夫ずることで長持ちさせることびでさます。詳しくは 
《おたすけナビ-使いこなしガイド-パソコンの設定》を確認してください。 
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リパックを交換する 



バッテ U パックの交換方法を説明します。 

バッテ U パックの取り付け/取りはずしのときには、「ス U - プ」にするのではなく、必ず電源 
を切り、電源コードのプラグを巧いてか b 作業を行ってください。 

片 t メモ 

• キズや破損を防ぐため、巧などを敷いた安定した台の上にパソコン本体を置いて作業を行ってくださ 
し、。 


バッテリ駆動で使ラ 






























n バツテ u につし''て 



バッテリ.リリースラッチをスライドしなび5 ①、 八’ッテリパックを取 
りはずす⑨ 



交換するバッテリパックを、「カチッ」と音びするまで静かに差し込む 

新しいあるいは充電したバッテ U パックを図のようにななめに差し込みます。バッテ 
1」 ■ |」|」ースラツチび自動的にスライドして、「カチッ」といラ音びするまでミ主意し 
て差し込んで < ださい。 



バッテリま全□ックを矢印の方向にスライドする 

バッテ U パックびはずれないように、バッテ U 安全□ックは必ず行ってください。 
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5 章 


■ システム房巧の巧ち 


本製品を使用するときの、システム上のさまざまな環境を設定する方 
法について説明しています。 


1システム環境の変更とは . 64 

2 BIOS セットアップを使う . 6已 









システム垣境の巧ちとは 


本製品は、なのよラなパソコンのシステム環境を変更でさます。 

システム環境を変更するには、 Windows 上のユーティ U ティで変更するか、または BIOS セット 
アップで変更するか、2つの方法びあります。 

通常は、 Windows 上のユーテイ U テイで変更することを推奨します。 


変更できる項目 

Windows 上のユーテイリテイ 

八ードウェァ環境（パソコン本体） 
の設定 

r 東芝 HW セットアップ」 

パスワード 
セキュリティ 
の設定 

ユーヴパスワード 

r 東芝 HW セットアップ」 

スーパーバイヴ 
パスワード 

「スーパーノ（イヴノ（スワードユーテイ U テイ」 

省電力の設定 

「電源オプション」 


ユーテイ U テイの使用ち法について《おたすけナビ-使いこなしガイド■バソコンの設定》 
BIOS セツトアップについては「本章且 BIOS セツトアップを使う」をご覧ください。 
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システム震の変更 









BIOS セットアップをほ 3 


日 lOS セットアップとは、パソコンのシステム構成をパソコン本体から設定するプ□グラムの 
ことです。 

次のよラな設定びでさます。 

•八ードウエア環境（パソコン本体、周辺機器接続ポート）の設定 
• セキュリ了ィの設定 
• 起動方法の設定 

ぶすメモ己 IOS セットアップを使用する前のま意 

•通常、システム構成の変更は Windows 上の r ま芝 HW セットアップ」、「電源オプション」、「デバイス 
マネージャ」などで行って<ださい。 

•使用しているシステムによっては、システム構成を変更してを、変更び反映されない場合びあります。 
• BIOS セットアップで設定した内容は、電源を切っても消えません。しかし、内蔵バッテ U (時計用 
バッテリ）び消耗した場合は標準設定値に戻ります。 
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起動と終了/ BIOS セットアップの操作 


起動 


キーボードの@キーを押しなび5電源スイッチを押し 、 rdynabookj 
画面び表示されてか5手をはなす 

パスワードを設定している場合は、画面の指示に従って登録したパスワードを入力し、 


ENTER キーを巧してください。 


バスワードについて《おたすけナビ-使いこなしガイド-バソコンの 設定》 

BIOS セットアップび起動します。 

起動でさなかった場合は、通常の終了操作を行ってパソコン本体の電源を切り、手順 
n をやり直してください。 


B 終了 

変更した内容を有効にして終了します。 

Q 隘了] メこュ-を表示する 

订妍方法を選択する 


システム震の変更 


画面の指示に従って BIOS セットアップを終了する 

Windows び起動します。 
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Q BIOS セットアップを使ラ 

MM 暮本操作 


基本操作は次のとおりです。 


メニューを選択ずる 

と J または卜 1 

上段のメニュー名が反転している部分び現在表示している 
メ—ュー画面です。 

変更したい項目を選択する 

d ] または m 

画面中で反転している部分び現在変更でさる項目です。 

サブメニューや設定値の一覧を 

1 ENTER 

項目の内容を変更ずる 

\ SPACE ]. 1 巧し 1 F 6 \ 

設定内容を標準値にする 

间 

「デフォルト値を□ー ドしますか？」というメッセージび 
表示されます。「はしりを選択し、 If / VTTRl キーを押してく 
ださい。 

パスワードはこの操作をしてち削除されません。 

設定を保存し、己 IOS セットアッ 
プを終了ずる 

1"〇 

r 設定の変更を保存して終了しますか？」といラメッセー 
ジび表示されます。保をする場合は「はい」を選択し、 

1 ENTER キーを押してください。 

BIOS セットアップ終了後、 Windows び起動します。 

保をしない場合は「いいえ1を選択し、 If / VTTRl キーを巧 
してください。 

[終了] メニューを表示する 

\ ESC \ 

サブメニュー表示中は]つ前の画面に戻ります。 

BIOS セットアップのヘルプを表 
示ずる 

1" 1 



システム環境の変更 








































■ パソコンの動作がおかしいとまは 


パソコンの操作をしていて困ったときに、どうした5良いかを説明し 
ています。 

rdynabook . com 」 で情報を調べる方法なども紹介しています。 
トラブルび起こったときは、あわてずに、この章を読んで、解消方法 
を探してみてください。 


1トラブルを解消するまでの流れ . 68 

2 Q & A 集 . 76 









パソコンに起こるトラブルは、その原因びどこにあるかによって解決策び異なります。 
そのために、パソコンの構造をある程度巧っておくことび必要です。 

ここでは、パソコンの構成と、それぞれの構成部分で起こるトラブルの例、その解み方法を紹 
介します。 

■パソコンを 構成す る3つの 部分 



•アプリケーションソフトウェアとは 

メールやインターネットは、アプ U ケーションソフトウェアの機能です 。 Word (文書作成 
ソフト）や Excel (表計算ソフト）、ウイルスチェックソフトもアプ U ケーションソフト 
ウェアの代表的なちのです。それぞれ製造元び異なります。 

•システム、ドライバとは 

システムは、オペレーティングシステム、 0 S とち言い、パソコンを動かすための基本的な 
働きをします。本製品のシステムは Windows Vista です。 

ドライバは、周辺機器とシステムを連携する役割をします。ドライバびないと、周辺機器は 
使用できません。代表的なドライバに、ディスプレイドライバやサウンドドライバ、マウス 
ドライバなどびあります。基本的なドライバは、システムび標準装備していますび、周辺機 
器によっては、専用のドライバび付属されている場合びあります。 

•八ードウェアとは 

バッテ U や AC アダプタはちちろん、画面（ディスプレイ）、キーボード、八ードディスク、 
CPU など、パソコン本体を指します。 

パソコンはこれ日の高度な技術の集合体です。トラブルの原因びそれぞれの製造元にしかねか 
日ない場合も多くあります。トラブルの症状にあわせた対処をすることび解決への早道です。 
トラブルの解みには、最初に原因の切り分けを行います。一般的にはアプ U ケーションソフト 
ウェアーシステム、ドライバーパソコン本体の順にチェックします。 


I 1 I トラブルを巧おするまでの流れ 

ブルの原因をつき止めよう 

6 


お使いのパソコンに起こったトラブルについて、解決方法を見つけていきましよう。 


パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


STEP ! アプ y ケーシ 


:アに原因びある場合 


トラブル 

例1:メールやインターネットびつなが5 
ない 

アクセスポイントやメールサーバ、の、パ 
スワードなどの設定を確認します。これ日 
の設定は契約プ□バイダごとに異なります。 
契約プ□ノ（イダから指定された設定データ 
び正しくパソコンの設定に反映されている 
かを確認してください。 


賊肖ま 

例1:プ□バイダへのお問い合わせについ 
て 

お客様ご契約のプ□バイダの窓口へお問い 
合わせください。 

本製品のデスクトップ上のアイコンか日契 
約できるプ□バイダのお問い合わせ先は「7 
章お問い合わせされるとさは」を参照して 
ください。 


トラブル 

例吕：アプリケーシヨンの使いかたがわか 
5ない 

付属のマニュアルや「おたすけナビ」を読 
んで、アプ U ケーシヨンソフトの使いかた 
を確認します。 


腺肖法 

例吕：アプリケーシヨンの使いかたについ 
て 

『映像と音楽を楽しちラ』、「おたすけナビ」 
や、各アプ U ケーシヨンのサポート窓口へ 
お問い合わせください。 

アプ U ケーシヨンのお問い合わせ巧 
「7章お問い合わせされるときは」 


トラブル 

例3:どのアプリケーシヨンを使った日い 
いかわからない 

付属のマニュアルや「おたすけナビ」に、 
代表的な操作を記載しています。 


腺肖法 

例3 : r 使いかたナビ」でアプリケーシヨ 
ンを探す 

「おたすけナビ」の「使いかたナビ」で、本 
製品に用意されたアプ U ケーシヨンを目的 
別に探すことびできます。 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


青い画面で rsTOPox ******」 

(-般に 「 STOP エラ ー J や「ブルー 
スクリーン J 「ブルーパニック J と呼 
ばれる画面）が表示された 


岭 


例日：動作に該響を与えているアプリケー 
シヨンや周辺機器を調べる 

周辺機器やソフトをインス I -ールしたあと 
に起こることびをいちのです。その前に 
行った作業を一度元に戻すことでトラブル 
び解消される場合びかなくありません。 
周辺機器を取りはずしたり、「システム構成 
ユーティリティ」でプ□グラムやサービス 
を停止して起動したりすることで調べるこ 
とびでさます。 

システム構成ユーティ U ティ 
《おたずけナビ-使いこなしガイド 
■バソコンの設定》 


ク 


それでもトラブルび解消しない場合には、 
東芝 PC あんしんヴポートへお問い合わせく 
ださい。 

『ま芝 PC サポートのご 案内』 


STEP 2 0 S やドライパに原因びある場合 


トラブル 

例4 :正常に画面び表示されない、音が出 
ない、設定があっているのにイン 
ターネットにつながらない 



腺肖ま 

例4 •例日：ドライバを入れ直す 

再起動をすると自動的にドライバの検出を 
行ラ場合びあります。再起動後、[新しい 
八ードウェアの検出ウィヴード]画面び表 
示された場合は、画面の指示に従ってくだ 
さい。 

再起動 

《おたすけナビ-使いこなしガイド 
•パソコンの設定》 


己 

例 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


STEP 3 パソコン本な:に原因がある場合 


トラブル 

例6:ドライバを入れなおしても機器が動 
かない 


賊肖ま 

例己：リカバリ（再セットアップ）する 

パソコン本体び動作する場合は、 n 」 カバ U 
(再セットアップ)」を行ってください 。 「U 
カバ1」」は、八ードディスクのデータび消 
えるため、バックアップを行うことをおす 
すめします。 

バックアップをとる 

『準備しよラ4章大切なデータを失わな 

いために』 

U ヵバ U 

『準備しよう已章買ったとさの状態に戻 
すには』 


例7 :電源ランプが点なせず、パソコンが 
まったく動作しない。 


ク 


それでちトラブルび解消しない、あるいは 
まったくパソコンび動作しない場合は、パ 
ソコン本体び故障している可能性びありま 
す。 

パソコンの操作について、困ったときや修 
理のご依頼は東芝 PC あんしんサポートへお 
問い合わせください。 

『東芝 PC サポートのご案内』 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 


1 

7 








D トラブルを解消するまでの流れ 


2 


トラブル巧処ま 


トラブルび発生したときの解み手順を紹介します。 


本書には、トラブルの解決方法を Q & A お式で説明しています。 

また、本製品には目的別に複数の冊モマニュアルびあります。本書 L ソ外の冊テち 
読んでください。 


STEP 2 rA < あるしつもん J 集か5探す 


「おたすけナビ」の「よくあるしつちん」にち、使っていて操作びおかしいと感じ 
たとさの対処法び載っています。また、ちょっと便利な使いかたち Q & A 形式で 
載っています。 

「おたすけナビ」は、本製品の電源を入れた状態で、デスクトップ上の1®)を 
ダブルク U ックすると超動できます。 


「おたすけナビ」の検索機能を使って、本製品に用意されているアプ U ケーシヨン 
のヘルプやマニュアルを検索して調べることびでさます。 

検索画面は、「おたすけナビ」を起動し、[キーワード検索]ボタン 。キ-っ-卜'«* ) 
をク U ックすると表示されます。 


STEP 4 サポートのサイトで調べる 


本製品独自のヴポートサイト「あなたの dynabook . com 」 へ接続し、各種サポー 
卜情報か日解み方法を探します。 

あなたの dynabook . com 「本節团-眶 ■ 「あなたの dynabook . com 」 を見る」 
それでちトラブルび解消しない場合は、お問い合わせください。 

本製品に用意されているアプ I 」ケーシヨンやヴインアップソフトで加入でさるプ□バイダの問 
い合わせ先は「7章お問い合わせされるとさは」で確認してください。 


团 


トラブル事例を見てみる 


「あなたの dynabook . comj を見る 


「あなたの dynabook . com 」 では、ご利用のパソコンの「よくあるご質問 FAQ 」、 デバイスド 
ライパ'や修正モジュールのダウン□ー ド、ウイルス-セキュ U ティ情報などをご覧になれます。 
ご利用のパソコンに関する情報だけび表示されるので、目的の情報を簡単に探すことびでをま 
す。また、サポート窓口や修理についてち案内しています。 

「あなたの dynab 日日 k . com 」 を表示するには、ガジてットの 「 dynab 日日 k ランチヤー」の 

サボ-卜 をク U ックすると、説明の画面び表示されますので、 

http :// dynab 日日 k . fresheye . c 日 m / c ^- bin / l 日 gin . c 呂 i 」 をクリックしてください。 
メッセージび表おされた場合は、画面に従ってください。 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


なの方法でち表示でさます。 

[スタート]ボタン（@)をクリックし、[インターネット]をク 
リックする 

「Internet Explorer 」 び起動します。 

購入時の状態では、起動して最初に「あなたの dynabook . com 」 び表示されるように 
設定されています。 

インターネットの接続について 

《できる dynabook 第3章インターネットを使う準備をしよう》 

* 「あなたの dynabook . com 」 に表示されるボタン.内容は機種によって異なります。 

本書に記載している画面は、表示例です。 


> ヴボー > »なたの d いホ© okcem 


_ み-,'の dynabook.com イ 

う滅.の,賴祇。 k - c ° m じ。ベ-。。*ぃか みに像 1 



③. 

④. 

⑥. 

⑥. 




<Wndow. VatB(TM)> (20XX なめ{月XX円） 

■ yy かかりな) fxxvyv>ooo(V>f)Ooa め00〇< な y>oofy<w わか… "ista(TM)> 

(20XX ち XX ち XX 日） 

• なめ nooo な yXiOfiOffl 记 OfX が)<<が ndow Vista"Ml> 。化 X 巧 XX 月め! R) 
□ r ル化の FAQ 


■ r 。 0000000000000000000000000000 ( 1。ァ. V ブすート 。防0■(なか月め {f : 
3 *め化の々‘つ•ノロード’ 




イルス•セキュリティ «« c ' 

’iOfXXy め!め! l：：M すももなちサ (MSXK-XXX- ■々ぶな-)な XHgP 似たな月め 


■ め!め!め r 。な xy め!め!け 

AU20XX た XX 月 XXR) 


a 子のか.の' fli 目 . 


なめ000000 <y> 0000 mcxf gpxx 化XX 月 X: 


[ D1 が* が 


まが-ビス 
( S 1 ■反サボートホ約! 
でご 

サ-ビス j 
メールでご相 

^«理のご Mil 

インターネット.； . 
い''-’每 S 申し这みみ J 

■店&フ7ックス 
ホし这み 

_1«3が巧のご ne 
巧面 g □でのご相» 

う白己 »R 
. ) 海れか5のご巧讓 


このべ-•ンだI居いただくには、 Adobe Reader がぶまです， 


W .、’ し'卜*" 


み.'，‘■の dynabook.com 


.⑦ 


.⑧ 




»g トツフぺージ I 面ん宙 iiS 由方か I なイトのこ wag ホ 


00 cur か Iの)け 95-2006 TOSHIBA CORPORATION. «| Rl 


-ジび表示 


(表示例） 

① このページの使い方 

ク U ックすると、「あなたの dynabook . com 」 の使いかたを紹介したぺ- 
されます。 

② ご利用のパソコン情報 

ご利用のパソコンの情報やマニュアルなどび表示されます。 

③ よくあるご質問 FAQ 

曰県よく寄せ日れる質問について、サポートスタッフび図や解説をまじえて解決 
方法を掲載しています。 

タイトルのちにあるカテゴ U のアイコンをク U ックすると、そのカテゴ U に関する 
FAQ だけを表示でさます。 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


④ダウン□-ド 

デバイスドライバや修正モジュールをダウン□ー ドできます。 

⑥ウイルス-セキュ U ティ情報 

⑥ お知らせ 

⑦ 技術的なご相談/修理のご相談 

サポート窓口や修理窓口のページにアクセスでさます。 

⑨「みんなの dynabook.com」 ボタン 

ク U ックすると、東芝ノ（ソコン全体のサポート情報のページび表示されます。 


B ま泛パソコンのサポート情巧ぺージを見る 

r あなたの dynabook.com」 では本製品の「よくあるご質問 FAQ」、 デバイスドライバや修正 
モジュールのダウン□ー ド、ウイルス-セキュ U ティ情報などをご覧になれます。 

■パソコンの操作に困った5「よくあるご質問 FAQ」 

r よくあるご質問 FAQ」 では、日頃、よく寄せ日れる質問について、サポートスタッフび、図 
や解説をまじえて解決方法を掲載しています。 


广ぶ <»« ご nn I 


1 _ HE ぞ ’ 


; Vi 加 ( TM )>【 20>0( な XX 月沿(日） 


» い >!~ X かか、； O (； O !> fxy >0 O 0 n 0 Q 00000000000 ( X )0« Wlndo"s …) > 

(20 XX •年;な月め(日〉 

» x vyyxvyxv の OOrXYit 、、。机’ Windmv : 川 iUlJM _)>.(20 XX ホ汾月 XX 日） 


r 口 Sts ? 55551 

uniiSFi 

CET 玄援ヴ 


A 


[ご利用のパソコンのよくあるご質問 FAQ] をクリックすると、[カテゴリ（かんたん）検索] 
画面が表示されます。 

カテゴリ（かんたん）検索では、条件を選択すると解決ち法を検索でさます。 


>よ<»るこ凸阳げ 《) >占テ3リ必 A たん)ホ 


カテ j リ（かんたん）検索 


巧索まか 

S 挂 


貢巧の万テゴリ 
Windows 
〇操巧方ホ 
C 居れ巧のトラブル 
〇ほ巧中のトラブル 
〇»7巧のトラカレ 


dynabook XX)0<X XXX/XXXXX 
Microsoft Windows XP Home Edition 


O Window の巧な方;'ま I 


」クリ7 I 


モードの拉れ方;ち〇日付と巧别 


〇さスクバー 〇スター KjC ュー 

〇コ 7M ■ル方ルダ05スクトレイ <a 巧巧巧> 


サポート情報は、最新情報を掲載するため、内容を変更することびあります。 

■ メールで質問する r 東芝 PC オンライン」 

r よくあるご質問 FAQ」 を探してち問題び解決できないときは、専用フォームからお問い合わ 
せください。24時間36已曰いつでち受け付けており、サポート料は無料です。 

ご利用には「お客様登録」び必要ですので、事前に登録をしてください。 

『準備しよう巨章 D - のま苦の ( TID ) お客様登録のおすすめ』 
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r よくあるご質問 FAQ」 で解消方法を探す 

「A. 回答-対処方法」の説明の後のアンケートに答える 



この巧餐はわぞ含のわ括に立ちましたか？ 


产 

•、产 h 


(广 

3: 丙客に巧ったび B みでぎなかった <' か巧しくていからなかった <' ! 

5: 姑 J たい巧軒はなか っ t j 


Uj、 り J、r 引艺进巧された巧さは、 E-mail ち田フ》-ムのご*巧びをモされます， 

ち巧いをむせについてけ「$舌 PC3 ンライン J でホ' J ます〇 - ' 

「3」「4」「已」のいずれかの項目にチェックをつけてください。 

[送信]ボタンをクリックする 

東芝 PC オンラインへの U ンク画面び表示されます。 

r 東ち PC オンライン」をクリックする 

画面の説明に従って専用フォームからご質問ください。 

メールにてご回答させていたださます。 

質問内容、お問い合わせ状況により、回答にお時間をいただくことびございます。ご 
了フ爭ください。 

この他、アプ U ケーシヨンの取り扱い元では、ホームページに情報を掲載している場 
合びあります。アプ U ケーシヨンについて巧りたいことびあるときは、ホームページ 
を確認するのち良いでしよラ。 

ホームぺージアドレスについて「7 章 お問い合わせされるときは」 

■ モジュールのダウン □ —ド 

本製品のデバイスドライバや修正モジュールをダウン□ー ドでさます。 

[ご利用のパソコンのダウン□一円をク U ックすると、[キーワード検索]画面び表示されま 
す。キーワード検索では、キーワードや文章を入力すると、モジュールの情報び検索、一覧表 
示されます。 

0S をアップグレードしたい場合は、 0S にあったモジュールをダウン□ー ドしてください。 


Iのア 、v ブ子’ート (20)0 {化冷{月 XX 日） 


a 子の術のボウ'ノ□ード’ 


读示例） 


ぶすメモ 



東芝パソコンを体のヴポート情報は、 「 dynabook . com 」 の「ヴポート情報」ぺージでご覧になれます。 
URL : http :// dynabook . com / assistpc / index _ j.htm 

I 相談窓口や PC のリサイクル、お客様登録については、『準備しよう目章』や『東芝 PC サポートのご案 
内』に詳しく紹介されています。 
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D トラブルを解消するまでの流れ 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 


















Q ポィンタび輪の形をしている間にキーを巧してを反応びない . 81 

Q キーボードか5夕字を入力しているとさに力ーソルびとんでしまラ . 81 

Q キーボードに飲み物をこぼしてしまった . 82 



Q&A 集 


IDJ タッチハッド/マウス . 82 


Q 画面に r パスワードを入力して下さい。」と表示された . 83 

Q 「 HDD パスワードを入力してください。」と表示された . 84 

Q 起動時に 「 Windows 再開□—夕‘」び表示され、 

Windows び起動しない . 84 

Q 起動時に「0吕71 : Check data and time settings ••- 
Press < F 1 > to resume , < F 2> to Setup 」 と表示され、 

Windows び起動でさない . 84 

Q 「システムの日付または時刻び無効です」と表示された . 85 

Q 次のよラなメッセージび表示された . 85 


Q ク U ックしてち反応びない . 82 

Q ダブルク IJ ックびラま<いかないので、速度を変更したい . 82 

Q ポインタの速度を調節したい . 83 

Q 光学式マウスの反応びおかしい . 83 


しば5く放置した5、画面び真っ暗になった . 80 

画面び薄暗く、よく見えない . 81 


Q 電源スイッチを押してち Power LED び点：口しない . 78 

Q 電源び入るび、すぐに切れてしまう 

電源び入5ない . 78 

Q 電源を入れたび、システムび起動しない . 79 

Q 使用中に前触れをなく、突然電源び切れることびある . 79 

Q しば5<操作しないとを、電源び切れる . 80 


ここに掲載している Q&A 集のほかに、「おたすけナビ」にも Q&A 集びあります。 
目的の項目び見つか日ないときは、「おたすけナビ」ち参照してください。 


ソ n ンの動 
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Q その他のメツセージび表 7JT された . 8 己 


6 


f 0 他 . 86 


Q 八ードディスクか5 IJ カバ IJ でさなくなったとさは . 86 

Q 異常な臭いや過熱に気づいた！ . 86 

Q この Q & A 集を読んでを解ミ夫でさない . 87 

Q 操作でさない原因びどラしてをわか5ない . 88 


vot 役立つ操作集 


r よくあるしつちん」を見てみよう 

Q & A 集を見ても巧りたいことび見つからない場合は、パソコンで「おたすけナビ」の「よくあるしつも 
ん」を見てみましょラ。 

インターネットに接続しなくてち閲覧でさるため、操作ち簡単です。 


①デスクトップ上の^をダブルク U ックする 

fi たずけナビ 

「おたすけナビ」び起動します。 


②[よくあるしつちん] 


ろ 

よ < ある 


) をク IJ ックずる 


③ [よくあるしつもん]タブの[便利な使いかた] ( 皿 - e ぃか fc ) または [ Q & A ] 

をク IJ ックする 

[便利な使いかた]または [ Q & A ] の一覧び表示されます。 

④ もくじから巧りたい項目をク U ックずる 

⑤ 参照したい質問をク U ックずる 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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@►パソコン内部の温度び一定 L ソ上に達すると保護機能が働き、システムび自動的 
に停止します。 

パソコン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、パソコンの 
内部温度び下びるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風孔の 
まわりには物を置かないでください。 


©►パソコン本体か5いつたん、電源コードと AC アダプタ、バッテリパックをす 
ベて取りはずしてください。 

① 電源コードと AC アダプタを取りはずす 

パソコンに接続している周辺機器ち取りはずしてください。 

② バッテ U パックを取りはずす 

電源コードと AC アダプタ、バッテ U パックを取りがすと、電源び入らない状態にな 
ります。そのままの状態で、しば日く放置してください。 

③ バッテ U パックを取り付ける 

④ 電源コードと AC アダプタを取り付けて、電源プラグをコンセントに差し込む 
⑥電源スイッチを約2秒間巧し、指をはなす 

電源コードと AC アダプタの接続 

『準備しよう1章 Q - B 電源コードと AC アダプタを接続する』 

バッテ1」バックの取り付け/取りはずしについて 
「4章〇-®バッテ U バックを交換ずる」 

LU 上の手順でち解みでさない場合は、保守サービスに連絡してください。 
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電源を入れるとを/切るとを 


電源スイッチを巧しても Power LED が点!灯しない 


©► 電源スイッチを2秒間巧した後、指をはなすと電源び入ります。 

Power LED び青または緑に点打することを確認してください。 



電源び入るが、すぐに切れてしまラ 
電源び入6ない 


バッテリの充電量が少ない可能性があります。 

巧のいずれかの対処を行ってください。 

•本製品用の AC アダプタを接続して、電源を供給する 
(他製品用の AC アダプタは使用でさません） 

• 充電済みのパ' ッテ U パックを取り付ける 

パ'ッテ U の充電について「4章 D - 巧]バッテリを充電する」 


パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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電源を入れたが、システムが起動しない 


©►起動ドライブを八ードディスクドライブがに設定した場合に、システムの 
入つていないメディアがセットされている可能性があります。 

システムび入っているメディアと取り替えるか、またはドライブか日メディアを取り 
出してから、何かキーを巧してください。 

それでち正常に起動しない場合は、なのよラに操作してください。 

①キーボードの店固キーを巧しなびら、電源を入れる 
③ 「 dynabook 」 画面び表示されたら、 \F12 1 キーから手をはなす 
③表示されたメニューか日システムの入っているドライブ（通常は八ードディスク）を 
t II 1 I キーで選択し、 [ENTER I キーを巧す 


Ql ^ @キーを巧しなが！5電源を入れると、正常な状態で起動しなおすことができ 
ます。 

電源スイツチを已秒じ(上巧して強制終了した後、次のよラに操作してください。 

①キーボードの@キーを巧しなびら、電源を入れる 
③ 「 dynabook 」 画面び表示されたら、司キーか日手をはなす 
③表示された r 詳細オプション」で目的に合わせて[セーフモード]または[前回正 
常起動時の構成]を選択し、面矿巧/?]キーを巧す 


ほ用中に前触れちなく、突然電源び切れることがおる 


@►パソコン内部のミ届度が一定 L ソ上に達すると保護機能が働き、システムが自動の 
に停止します。 

パソコン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、パソコンの 
内部温度び下びるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風孔の 
まわりには物を置かないでください。 

それでち電源び切れる場合は、保守サービスに連絡してください。 


バッテリ駆動で使用している場合、バッテリの充電量がなくなった可能性があ 
0ます。 

巧のいずれかの対処を行ってください。 

•本製品用の AC アダプタを接続して、電源を供給する 
(他製品用の AC アダプタは使用でさません） 

• 充電済みのパ' ッテ U パックを取り付ける 

バッテ U の充電について「4章 11- のバッテ U を巧電する」 
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しば6く操作しないとを、電源が切れる 


©►Power LED が青または緑に点灯している場合、表示自動停止機能が働いた可 
能性があります。 

画面には何ち表示されませんび実際には電源び入っていますので、電源スイツチを巧 
さないで < ださい。 


SHIFT キーや CTRL キーを巧す、またはタッチパッドを操作すると表示び復帰します。 


外部ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに] 0秒前後かかることび 
あります。 

か Power LED がオレンジ色に点滅しているか、消'なの場合、自動蜘こスリープ 
または休止:!犬態になつた可能性があります。 

一定時間パソコンを使用しないときに、自動的にス U —プまたは休止状態にするよラ 
に設定されています。 

復帰させるには、電源スイッチを巧してください。 

また、次の手順で設定を解除でさます。 

①[スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 
③システムとメンテナンス]一[ぶ電源オプション]をク U ックする 

③ [電源プランの選択]で利用するプランを選択する 

④ 選択したプランの[プラン設定の変更]をク U ックする 

⑥[ディスプレイの電源を切る]および[コンピュータをス U - プ状態にする]で 
[なし]を選択する 

⑥[変更の保を]ボタンをク U ックする 
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画が/を术 


しば5くが置した6、画面び真つおになつた 


©► 表示自動停止機能が働いた可能性があります。 

画面には何ち表示されませんび実際には電源び入っていますので、電源スイツチを巧 
さないでください。 


SHIFT キーや CTRL キーを巧す、またはタッチパッドを操作すると表示び復帰します。 


外部ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに] 0秒前後かかることび 
あります。 


表示装置が適切に設定されていない可能性があります。 

因キーを3秒 L ソ上巧し続けてください。表示装置び本体液晶ディスプレイに切 
り替わります。 

詳細について「3章 □- 回 方法2-画+回キーを使う」 
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画面び薄おく、よく見えない 


©►@+臣司キーを押して、本体液晶ディスプレイ（画面）の輝度を明るくして 
<ださい*1 


f / v + w キーを巧すと、逆に、本体液晶ディスプレイの輝度は暗くなります。 


FN キーで本体液晶ディスプレイの輝度を変更した場合、ノ（ソコンの電源を切ったり再 


起動したりすると設定はちとに戻ります。 


©► 本体液晶ディスプレイの輝度がほく設定されている可能性があります。 

[電源オプション]には、本体液晶ディスプレイの輝度を落として消費電力を節約する 
機能びあります。この機能で画面の明るさレベルを下げると、画面び暗くなります。 
詳細は、[電源オプション]のヘルプを参照してください。 

なの手順で設定を変更してください。 *1 

① [スタート]ボタン一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [タシステムとメンテナンス]一[ぶ電源オプション]をク U ックする 

③ 利用する電源プランを選択し、[プラン設定の変更]をク U ックする 

④ [ディスプレイの輝度を調整]を設定する 

[バッテ U 駆動]と[電源に接続]をそれぞれ設定してください。 

⑥[変更の保を]ボタンをク U ックする 

*1 この設定は、外部ディスプレイには反映されません。 
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—术—卜 


ポインタび輪のおをしている巧にキーを巧してち反応がない 


システムが処理中の可能性があります。 

ポインタび輪のおをしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
キーボードやタッチパッドなどの操作を受け付けないとさびあります。システムの処 
理び終わるまで待ってか日操作してください。 


—ポードか5文をを入力しているとをに力ーソルがとんでしまラ 


0►文字を入力しているときに誤ってタッチパッドに触れると、力ーソルがとんだ 
り、アクティブウィンドウが切り替わってしまうことがあります。 

① キーを 巧す 

[タッチパッド]のカードび表示されます。 

@@キーを巧したまま@キーを巧し直し、[無効]アイコンび大きい状態で指をは 
なす 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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0^マウスが正しく接続されていない可能性があります。 

マウスとパソコン本体び正しく接続されていないと、マウスの操作はできません。マ 
ウスのプラグを正しく接続してください。 


タッチパッドのみ操作を受け付けない場合、タッチパッドが無効に設定されて 
し、る可能性びあります。 

①@ + @ キーを 巧す 

[タッチパッ问のカードび表示されます。 

③画キーを巧したまま回キーを巧し直し、苗細アイコンび大きい状態で指をは 
なす 

タッチバッドについて「1章0ポインタを動かす/文字キーを使ラ J 


ダブルクリックびラま<いかないので、速度を巧ちしたい 


©►巧の手順で、ダブルクリックの速度を調節してください。 

①[スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 
③[巧/マウス]をク U ックする 

[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

③ [ボタン]タブで[ダブルク U ックの速さ]のスライダーバーを左ちにドラッグする 

④ [ OK ] ボタンをク U ックする 


—ボードに飲み物をこぼしてしまつた 


©►飲み物など液体びこぼれて内部に入ると、感電、本体の故障、作成データの消 
失などのおそれびあります。 

ちし、液体びパソコン内部に入ったとさは、ただちに電源を切り、 AC アダプタとバッ 
テ U パックを取りはずして、購入店、または保守サービスにご相談ください。 

保守サービスへの相談は『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 
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タッチパッド/マウス 


* マウスは、モデルによって別売りです。 



ックしてち反応びない 


システムが処理中の可能性があります。 

ポインタび輪のお （〇) をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
タッチパッド、マウス、キーボードなどの操作を受け付けないとさびあります。シス 
テムの処理び終わるまで待ってから操作してください。 


パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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ポインタの速度を調節したい 


巧の手順でポインタの速度を変更してください。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [ろゴマウス]をク U ックする 

[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

③ [ポインタオプション]タブで[速度]のスライダーバーを左ちにドラッグする 

④ のロボタンをク U ックする 


光学式マウスの反応がおかしい 


©► 光の反射び正しく認識されていない可能性があります。 

反射しにくい素材の上で使ラと正しくセンサーび働かず、ポインタびラまく動さませ 
ん。次のよラな場所では動作び不安定になる場合びあります。 

•光ミ尺のある表面（ガラス、研磨した金属、ラミネート、光ミ尺紙、プラスチックなど） 
•画像パターンの変化び非常にかない表面（人工大理石、新品のオフィスデスクなど） 
•画像パターンの方向性び強し感面（正目の木材、立体映像の入ったマウスパッドなど) 

明るめの色のマウスパッドや紙など、光の反射を認識しやすい素材を使ったちのの上 
で使巧してください。 

光学式マウスに対応したマウスパッドの使用を推奨します。 

光学式マウスに対応していないちのやマウスパッドの模様によっては、正常に動作し 
ない場合びあります。 

©►平！5な場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平日な場所で操作してください。マウスの下にゴミなどびある場合は取り 
除いてください。 
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—ジ 


画面に r パスワードを入力して下さい。 J と表示された 


©► r 東忌 HW セットアップ」または BIOS セットアップで設定したパスワードを 
入力し、 ENTER I キーを押してください。 

パスワードを忘れた場合は、使用している機種（型番）を確認後、保守サービスに連 
絡してください。有償にてパスワードを解除します。その際、身分証明書（お客様自 
身を確認できる物）の提示び必要となります。 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 


が 
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rHDD パスワードを入力してください。 J と表示された 


BIOS セットアップで設定した HDD パスワードを使って認証を行ってくださし、。 

巧の操作を行ってください。 

① HDD パスワードを入力し、臣をを司キーを巧す 

HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永久に使用でき 
なくなり、交換対応となります。この場合は有償です。その際、身分証明書（お客様 
自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 


起動時に rWindows 再開 □— ダ J び表示され、 
Windows び起動しない 


©► a - ドウエアの接続に不具合が起きた、または何5かの原因で電源を切る前の 
：!犬態を再現できなくなつたといラメッセージです。 

休止状態のまま増設メモ U の取り付け/取りはずしをしたときなどに表示されます。 
電源を切る前の状態は再現でさません。 

巧の操作を行ってください。 

① 「 Windows 再開□-ダ」で r 復元データを削除してシステムブートメニューに進む」 
び反転表示していことを確認し、 I ENTER I キーを巧す 
③ 「 Windows エラー回復処理」で 「 Windows を通常起動する」び反転表示している 
ことを確認し、 i ENTER I キーを巧す 
Windows び起動します。 


起動時に [0271 : Check data and time settings … 
Q Press <F1> to resume, <F2> to SetupJ と表示され、 
Windows が起動でをない 


か 時計用バッテリが不足しています。 

時計用バッテ U は、 AC アダプタを接続し電源を入れているとさに充電されます。 

時計用バッテ U について「4 章 11- の-■■■時計用バッテリ」 

AC アダプタを接続後、巧の手順で团 OS セットアップの日付と時刻を設定してくださ 
い。 

( D @ キーを 巧す 

BIOS セットアップ画面び表おされます。 

③[メイン]メニューの肩語：]で[日本語 (JP)] を選択する 

③ キーを 巧す 

確認のメッセージび表示されます。 

④ [はしリを選択し、 I ENTER I キーを巧す 

BIOS セットアップび標準設定の状態になります。 
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⑥[メイン]メニュ - 

⑥ [メイン]メニュ - 

⑦ 臣^ キーを 巧す 

確認のメッセージび表示されます。 
⑨[はしリを選択し、 


-の[システム時刻：]で時刻を設定する 
-の[システム曰付：]で曰付を設定する 


ENTER キーを 巧す 


BIOS セットアップび終了し、パソコンび再起動します。 


r システムの日付または時刻が無効です J と表示された 


日付と時刻を設定してください。 

Windows Update やアプ U ケーシヨンのセットアップを行う場合は、正しい日付と 
時刻を設定してから行ってください。 

日付と時刻の設定について 『 Windows ヘルプとヴポート』 


次のよラなメッセージが表示された 


• [Insert system disk in dnve.Press any key when ready 」 

•「 Non-System disk or disk error Replace and press any key when ready 」 
•「Invalid system disk Replace the disk,and then press any key 」 

• fBootCouldn't Find NTLDR Please Insert another disk 」 

•「Disk I/O error Replace the disk,and then press any key 」 

•「Cannot load DOS press key to retry 」 

•「Remove disks or other media.Press any key to restart ] 

•「NTLDR is missing Press any key to restart 」 

フ□ッピーディスクなどの起動ディスクを取り出し、何かキーを巧してください。 

上記の操作を行っても解みしない場合は、『東芝 PC サポートのご案内』で必要事項を 
確認のラえ、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 


その他のメ ツセー ジが表示された 


使用しているシステムやアプリケーシヨンの説明書を確認してください。 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 


が 
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その他 


八ードディスクか6リカパリでをなくなつたとをは 


八ードディスクドライブに内蔵されているリカバリ（再セットアップ）ツール 
(システムを復元するためのもの）のデータが破損、もしくは誤って消まされ 
ている可能性があります。 

また、市販のソフトウェアを使用してパーティシヨンの構成を変更すると、リ 
カパリができなくなることがあります。 

noSHIBA Recovery Disc Creator ] で作成した U カバ U ディスクを使って 、リカ 
パ' I 」してください。 

リカパ ' U の操作方法 

『準備しよう已章 H - 团 U カバ U ディスクか 5 U カバ U をする』 

U カノのディスクびない場合は、修理び必要になる可能性びあります。購入店、また 
は保守サービスに相談してください。 

修理のお問い合わせについて『東芝 PC サポートのご案内』 


異常な臭いや過熱に気ヴいた！ 


©►パソコン本体、周辺機器の電源を切り、電源コードのプラグをコンセントか5 
巧いてください。ま全を確認してバッテリパックをパソコン本体た、5取りはず 
してか5購入店、または保守サービスに相談してください。 

なお、連絡の際には次のことを伝えてください。 

•使用している機器の名称 
• 購入年月曰 

• 現在の状態（できるだけ詳しく連絡してください） 

修理のお問い合わせについて『ま泛 PC サポートのご案内』 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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この Q & A 集を読んでち解巧でをない 


このほかにちいろいろな解巧方法びあります。 

1「おたすけナビ」の 「 Q & AJ や r 便利な使いかた」を見る 

この Q & A 集は、パソコンの電源び入らないなど、「おたすけナビ」を見られない状 
況での Q & A のみ記載しています。「おたすけナビ」の 「 Q & A 」 には、このほかにち 
困ったことび起さた場合の対処方法を記載しています。また r 便利な使いかた」は、 
文字入力やインターネット、メールの使いかたで知っておくと便利な設定、手順を 
Q & A あ式で記載しています。「おたすけナビ」び見日れる場合は、確認してみてく 
ださい。 

「おたすけナビ」を起動し、[よくあるしつちん]ボタンをク I 」ックして、ヴブメ 
ニューか日 [ Q & A ] または[便利な使いかた]をク U ックすると、 Q & A の一覧び 
表示されます。 

「おたすけナビ」の起動方法『マニュアル紹かシート』 

2「おたすけナビ J で調べる 

「おたすけナビ」には、パソコン内の電モマニュアルで、検索する機能びあります。 
知りたい内容びこの Q & A 集に載っていない場合は、「おたすけナビ」で検索してみ 
てください。詳細は「おたすけナビ」を起動し、[ヘルプ]をク U ックして表示され 
る説明を参照してください。 

3 r あなたの dynabook . comj や rdynabook . com 」 の「よくあるご質巧 FAQ 」 を 
調べる 

インターネットに接続できるときは、東芝 PC 纖合情報サイト rdynabook . com 」 

でサポート情報を見てください。お問い合わせの多い質問やホットな Q & A び掲載さ 
れています。 

dynabook.com 「本章 D — 团トラブル事例を見てみる」 

「 A . 回答-対処方法」の説明を読んでち問題び解みしない場合は、説明の後のアン 
ケートに引き続き、質問メールを出すことちできます。 

* メールでの質問には「お客様登録」び必要です。 

4東芝 PC あんしんヴポートに電話する 

パソコン本体のトラブルは、東芝 PC あんしんサポートでお答えします。『東芝 PC サ 
ポートのご案内』で必要事項を確認のラえ、東芝 PC あんしんサポートに連絡してく 
ださい。 

東芝 PC あんしんサポート『ま芝 PC ヴポートのご案内』 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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操作でをない原因がどラしてちわか6ない 


@►パソコン本体のトラブルの場合は、『東芝 PC サポートのご案内』で必要事項を 
確認のうえ、ま芝 PC あんしんサポートに連結してください。 

アプリケーシヨンのトラブルの場合は、さアプリケーシヨンのサポート窓□に 
お問い合わせください。 

アプリケーシヨンのお問い合わせ巧「7章お問い合わせされるとさは」 


©►周辺機器のトラブルの場合は、各周辺機器のヴポート窓□にお問い合わせくだ 
さい。 

周辺機器のお問い合わせ巧『周辺機器に付属の説明書』 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 










■ お巧いをわせをれるとをは 


本製品に用意されている 0S、 アプリケーション、プ□バイダのお問い 
合わせ巧を紹介していまず。 

各アプリケーションを使っていて困ったときや、プ□バイダへお問い 
合わせされるときは、こち5に連絡してください。 


1お問い合わせ先 

-0 S / アプリケーシヨン/プ□バイダー . 90 








マイク□ソフト無償サポート 
< TEL > 

TEL :東京： 03-已3已 4-4 已00 

:大阪： 0己-己 347-4400 

※次の情報をお手元に用意してご連絡ください。 

郵便番号、ご住所、お名前、電話番号、お問い合わせ製品のプ□ダクト ID 
詳細は、製品添付の「バッケージ内容一覧」をご覧ください。 

〈受付時間-お問い合わせ回数〉 

♦セットアップ、インス!ルに関するお問い合わせ 

受付時間 ： 9:30〜] 2:00、 ] 3:00〜] 9:00 (平日） 

10:00-17:00 (±曜日、日曜日） 

(マイク□ソフト株式会社休業日、年末年始、祝祭日を除く。日曜日び 
祝祭日の場合は営業いたします。その場合、振替休日は休業させてい 
たださます） 

回数 ：指定はございません。 



お巧い合わせ巧 

- OS / アプリケーション/プ□バィダー 


mm os のお巧い合わせ巧 


| gll アプリケーションのお巧い合わせ巧 


Microsoft Office Excel/Microsoft Office Outlook/Microsoft Office PowerPoint 
/Microsoft Office Word/Microsoft Off ice ナビ 


各アプ U ケーシヨンのユーヴ登録については、それぞれのお問い合わせ先までお問い合わせく 
ださい。 


Windows Vista™ についてのヴポート情報は、下記のホームぺージをご覧ください。 

http :// support - microsoft . com / 

Windows Vista™ に関する一般的なお問い合わせは、東芝 PC あんしんサポートになります。 


* 2007年3月現在の内容です。 

各社の事情で、受付時間などが変更になる場合があります。 


お問い合わせされるとさは 


90 







D お問い台ねせ先 -0S/ アプリケーシヨン / プ □ バィタ - 


•基本操作に関するお問い合わせ 

受付時間 ： 9:3 日〜 12: □日、 13: □日〜]目:□日（平日） 

] 日:□日〜] 7: □日（±曜日） 

(マイク□ソフト株式会社休業日、年末年始、祝祭日を除く） 

無償ヴポート回数： Microsoft Office Personal 2007 (Word/Excel/Outlook/ 

日 ffice ナビ）は 4 インシデント、 Microsoft Office PowerPoint 
S 日日 7 は 2 インシデントとなります。 

お問い合わせに関する詳細は、 Microsoft Office Personal S 日日 7 および Microsoft 
□ffice PowerPoint 2 日日 7 のスタートガイドをご覧ください。 

〈ホームぺージ〉 

URL : http://support.fnicrosoft.cofn/ 

※ 電話サポート（無償）もしくは、製品サポートからお問い合わせになる製品をお選びください。 
備考 ：マイク□ソフトサポート Web 上から直接インターネットを通じてお問 

い合わせち巧能です。 

答えてねつと： http://www.kotaete-net.net/ 


ウイルスバスター 2007 Trend Flex Security 

ウイルスパスタ 

受付時間 

TEL 

ホームページ 

，ーサービスセンター 

日 :3 日 〜] 7:3 日 

0570-008326 

http://www.t 「 endmic 「 曰 . co.jp/support/vb/index.asp 


マカフィー • インターネットセキュリティスイートべーシックエディション 

マカフィー • カスタマーオペレーションセンター 

(主に、ユーヴ琶録や更新時お支払い等、オペレーション上でのお問い合わせ。） 

受付時間 ：目:□日〜 17:00 (± •曰-祝祭日除く） 

TEL : 0570-030-088 

E-mail : http://www.fncafee.cofn/japan/fncafee/support/cs_reclirect.asp 

ホームぺージ： http://www.fncafee.com/japan/fncafee/support/ 

マカフィー • テクニカルヴポートセンター 

(主に、ソフトウエアご使用上の操作ち法や不具合等技術的なお問い合わせ。） 

受付時間 ：目:□日〜2]:□日（年中無休） 

TEL : 0570-060-033 

E-mail : http://www.fncafee.cofn/japan/fncafee/support/supportforfn 

_ 「 edi 「 ect.asp 

ホームぺージ： http://www.fncafee.cofn/japan/fncafee/support/ 

チヤツト ： http://www.fncafee.com/japan/fncafee/support/chat.asp 



お問い合わせされるとさは 
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コーレルテクニカルヴポート 

無料電話サポート'''初回お問合せ曰から90日間のサポート 

受付時間 ：]ひ□□〜17:00月曜日〜金曜日（祝日-年末年始を除く） 

TEL : 〇已 70-003-002 

無料メールヴポート'''専用の WEB メールフォームでのサポート 
http://www.corel.jp/support/tech_mail.html 

有料電話ヴポート'''下記のお客様に巧して有料でのヴポートを行っています。 

- 90曰間の無料電話サポート期間終了後、引さ続さ電話でのサポートをご希望の場合 
-無料電話サポート期間中、サポートセンターからの電話による時間指定でのサポートを 
ご希望の場合 

サポートに関する詳細は弊社サポートページをご覧いただくか、ちしくはカスタマーセン 
ターへお問合せください。 

http://www.corel.jp/support/ 

コーレルカスタマーセンター 

(ご購入前のお問い合わせおよびサービスに関するお問い合わせ窓口） 

受付時間 ：]ひ□□〜17:00月曜日〜金曜日（祝日-年末年始を除く） 

TEL : 03-已 977-37 白3 

コーレルホームぺージ 

http://www.corel.jp/ 


D お問い合わせ先 -0 S / アプ U ケーシヨン/プ□バィダ- 


己 ea " am / ラベルマイティ己[セレクト版] 

♦ユーザー登録に関するお問い合わせ 
ユーザー登録ご相談窓 □ 

受付時間 ：平日]ひ〇〇〜1 9:m、 ± •曰-祝曰]ひ□□〜17:00 (特別休業日を除く) 
TEL :東京03-已 4] 2-2 己24大阪〇己-己88己-2己24 

ホー ムぺ ージ ： http://www.justsystem.co.jp/service/ 

♦製品の使い方に関するお問い合わせ 
ジャストシステムヴポートセンター 

《ヴポートセンターへお問い合わせの際には、お客様の User I □および製品のシ I 」アルナンバーび必要で 
す。 

受付時間 ：平日]ひ〇〇〜1 9:m、 ± •曰-祝曰]ひ□□〜17:00 (特別休業日を除く) 
TEL :東京03-已4 12-3980 大阪〇己-己88己-7 ] 己0 

ホー ムぺ ージ ： http://support.justsystenn.co.jp/ 


Broad News Street 

ニューズウォッチ カスタ マーヴポート 

受付時間 ：平日]ひ□□〜17:00 

E-mail : toshibapc@newswatch.co.jp 

ホームぺーシ : http://www.newswatch.co.jp/bns/toshibapc/ 


お問い合わせされるとさは 



















D お問い合わせ先 - os / アプ u ケーシヨン/プ□バィタ- 


goo スティック 

邑00 事務局 


受付時間 ： 

1 0:00-1 7:00 (± .曰•祝日.年末年始を除く） 

TEL : 

045-848-4190 

E-mail : 

info@goo.ne.jp 

ホームページ： 

http://stick.goo.ne.jp 


円 ipViewer 

イ—ブック. 

システムズ株式会社円 ipViewer ヴポート窓 □ 

受付時間 

:月〜金（祝日除く） ] 0:0□〜] 7:00 

E-mail 

: fv-support@ebooksystems.co.jp 


《メールのみの対応となります。 

ホームページ 

: https://secure.ebooksystems.co.jp/support/FV-contact.php 


i - フィルタ ー4 

デジタルアーツ株式会社 i - フィルター-ヴポートセンター 

受付時間 ：平日]ひ00〜] 8の0 ± •曰•祝日]ひ□〇〜2ひ00 

TEL :平曰 03-3 已80-已己78 ± ■曰-祝曰〇已 70-00] 334 

E-mail : p-support@claj.co.jp 
ユーヴーサポート お問い合わせ フォーム 

: https://sec2.claj.co.jp/userform/ask/form.htm 


The 翻訳インターネット 
The 翻訳ヴポートセンター 

受付時間 ：]ひ0□〜] 2:00、1 3:00-1 7:00 

(± •曰-祝曰ならびに本サポートセンター臨時休業曰を除く） 

TEL : 0120-1048-37 (フリーダイヤル） 

携帯電話- PHS をご利用の場合には、03-已4巨已 -72 目0 
E-mail : honyaku@toshiba-sol.co.jp 

ホームぺーシ : http://p1M:oshiba-sol'co'jp/p 「 od/hon_yaku/intemet/index_j'htm 

《ユーヴ登録をおすすめします。 

h 1; tp :// m 1;- re 邑 ist . toshiba - sol . co . jp / からユーヴ登録を行うことびできます。 

《日本語のみでお受けいたします。 



お問い合わせされるとさは 

















D お問い合わせ先 - os / アプ u ケーシヨン/プ□バィダ- 


Ulead DVD MovieWriter for TOSHIBA 

インタービデオジャパンユーザーヴポート 

お問い合わせの前にホームぺージ （http://www.intervicleo.co.jp/) のヴポートぺージを 
ご確認ください。 

当製品の無償サポート期間は、ご購入後]年間となります。 

受付時間 ： 

月〜金9:30〜] 7:00 

(12:00 〜] 3:30および±、曰、祝祭日、特定休業日は休み） 

TEL : 

日4曰- 226-3899 

FAX : 

04曰- 226-389 曰 

E-mail : 

techsupp 風 ntervideo.co.jp 

ホームページ： 

http://www.intervicleo.co.jp/ 


Yahoo ! ツールバー 
Yahoo ! ツールバーヘルプ 

E-mail : https://ms.yahoo.co.jp/bin/toolbar-ms/feedback 
ホームぺーシ: https://help.yahoo.co.jp/help/jp/toolbar/ 


ゼンリンデータコムデジタル全国地図 its-mo Navi 

ゼンリンデータコムお客様ホ目談室 

E-mail : itsmo_navi@zenrin-clatacofn.net 

ホー ムぺーン： http://www.zmap.net/contactus/inclex.htfnl 


駅探エクスプレス 

駅探エクスプレスサポート 

受付時間 

メールのため受付時間の制限はありません。 

^^\/\/613 の 351 日「か 6 の返信は、基本的に平日 （ 1 日 : 日日〜 18: 日日）の対応とさせていただ 
いております。 

また、内容により返信でさない場合、回答に曰数を要する場合ちありますので、あら 
かじめご了承ください。 

E-mail 

express-support@ekitan.cofn 

ホームページ 

http://express.ekitan.cofn/ 



お問い合わせされるとさは 

















D お問い合わせ先 - os / アプ u ケーシヨン/プ□バィタ- 


TAITO MEMORIES -Limited selection - 

株式会社タイトーお客様ホ目談センター 

受付時間 ： ] ひ □□ 〜]泣00 (年中無休） 
TEL : 04巨-23已 -9 已已〇 

ホームぺージ： http://www.taito.co.jp/ 


まいにちがたか5ちの 

狂で社「まいに 

受付時間 

TEL 

FAX 

E-mail 

ホームページ 

:ちがたか5ちの」お客様センター 

目:□日〜] 8:00 (± •曰•祝日-休業日を除く） 

0120-525-415 

03-3266-6291 
taka「a@m .日 chan 曰曰. jp 
http:// 日 chan 曰曰. jp/ 


ナップスターアプリ 

ナップスタージャパン株式会社カスタマーヴポート 

受付時間 ：月曜日〜金曜日 ] 0 : 00 〜 2 ]: 00 

±曜日-日曜日•祝日10:0□〜17:00 
* 年末年始休業 12 月 30 曰〜 1935 
TEL : 0120-68-7421 

(携帯電話か日ち受付巧、 IP 電話か日は受付不可） 

ホームぺージ : http://www.napster.jp/support 

* 会員専用問い合わせフォーム（ナップスターアプ U 内）および一般向け問い合わせフォーム 
( http :// www . napster . jp / helpreques し f 曰 「 m . html ) を用意しております 0 


プ□アトラス SV 吕ゎ广 TOSHIBA 限定版 
株式会社アルプス社カスタマーヴポート 

受付時間 ：]ひ ] 2:00、 ] 3:00-1 7:00 (± .曰•祝日.休業日を除く） 
TEL : 0已 2-789-1 已] 0 

FAX : 0已 2-789-1 已70 

製品ヴポート： http://www.alpsmap.co.jp/support/inclex.html 
《こちらの質問フォームをご利用ください。 


筆ぐるめ 


實±ソフト株式会社インフ オメーシヨ ンセンター 

受付時間 

9:30-1 2:00. 1 3:00-1 7:00 (± •曰•祝日-休業日を除く） 

]] 月]日か日] 2月30日までは無休 

TEL 

03-曰 600-2 曰曰] 

FAX 

日 3-3634-1 322 

E-mail 

users@fsi.co.jp 

ホームページ 

http://info.fsi.co.jp/fgw/ 



お問い合わせされるとさは 





















D お問い合わせ先 - os / アプ u ケーシヨン/プ□バィダ- 


Adobe Reader / CD/DVD 静音ユーテイリテイ/ ConfigFree/dynabook ランチヤー 
/Internet Explorer/InterVideo WinDVD / Java ™ 2 Runtime Environment 
/ LaLaVoice/Microsoft Office OneNote/PC 引越ナビ/ TOSHIBA Disc Creator 
/TOSHIBA Flash Cards/TOSHIBA Recovery Disc Creator 
/TOSHIBA Smooth View/Windows Media Player/Windows フオトギヤラリー 
/Windows メール/ Windows ムービーメーカー/おたすけナビ/できる dynabook 
/東芝 DVD-RAM ユーティリティ/東ち HW セットアップ/東ち PC 診断ツール 
/東ち SD メモリカードフオーマット/まち省電力/東ちボタンヴポート/ぱ5ちやん 

東芝（東芝 PC あんしんサポート） 

全国共通電話番号： 0120-97-1 048 (通話料.電話ヴポート料無料） 

おかけいただくと、アナウンスび流れます。アナウンスに従って操作 
してください。 

技術的な質問、お問い合わせは、アナウンスの後でのをプッシュして 
ください。 

技術相談窓口受付時間： 9:00-1 9:00 (年中無休） 

[電話番号はおまちびえないよラ、ご確認の上おかけください] 

ミ毎外からの電話、携帯電話、 PHS、 または直収回線など回線契約によってはつなびらない 
場合びございます。その場合は TEL 043-298-8780 (通話料お客様負担）にお問い合わ 
せください。 

システムメンテナンスのため、サポートを化止させていただく場合びございます。日程は、 
dynabook.com 「サポート情報」—「東芝 PC あんしんサポート」 
(http://clynabook.com/assistpc/anshin/inclex_j.htmj にて®失 Db せし、にします。 



お問い合わせされるとさは 


% 










D お問い合わせ先 - os / ァプ u ヶーション/プ□バイダ- 


プ□バイダのお巧い合わせ巧 


本製品にインスIールされているプ□バイダヴインアップソフトか日契約できるプ□バイダの 
お問い合わせ先は、なのとおりです。 


OCN 

参 OCN ヴービスの入会に関するごホ目談 

TEL : 0120-已〇巨已〇己 

受付時間 ：9:00〜2]:00 

* 年末、年始を除く 

♦ OCN サービスご契約ち専用お問い合わせ巧 
OCN カスタマサポート 

TEL : 0120-047-860 

FAX : 0] 20-047-8 己] 

受付時間 ： 9:00〜21:00 (月〜金)、9:□〇〜17:00吐•日.祝日) 

* 年末、年始を除く 

E-mail : support@ocn.acl.jp 

ホームぺージ： http://www.ocn.ne.jp/ 


ODN 

ODN ヴポートセンター 

参 ODN サービスに関するお問い合わせ 

TEL : 0088 -8 己（無料。ダイヤルアップコース） 

: 0088 -222-37 已（無料。 ADSL/ 光〕ース） 

受付時間 ： 24時間自動受付 （9:0 □〜]泣00はオペレーター受付ち可能) 

♦接続に関するお問い合わせ 

TEL : 0088 -8 已（無料。ダイヤルアップコース） 

: 0088 -228-32 已（無料。 ADSL/ 光〕ース） 

受付時間 ： 24時間自動受付 

(9: □□〜18:00はオペレーター受付も可能。 

また、 ADSL/ 光 コースの 場合、オペレーター受付は9:0□〜 
21:〇〇) 

参 E - mail によるお問い合わせ 

ダイヤルアップ コースサービス 案内 

: ocln-support@ocln.acl.jp 
ダイヤルアップコース接続サポート 

: tech-support@ocln.acl.jp 
ADSL/ 光 コースサービス 案内.接続 サポート 
: info-aclsl@ocln.ad.jp 

参 FAX によるお問い合わせ 

ODN FAX サービス： 0088 -2] 8-已8己（無料。年中無休） 



お問い合わせされるとさは 

















D お問い合わせ先 - os / ァプ u ヶーション/プ□バイダ- 


So-net 

Sonet インフォメーシヨンデスク 

受付時間 ： 9:□日〜2]:□日（年中無休） 

TEL :日曰7日-日日- 14] 4 

FAX :日 3-3446-7 曰曰7 

E-mail : info@so-net.ne.jp 

ホー ムぺ ーシ : http://www.so-net.ne.jp/support/ 


Yahoo ! BB 

Yahoo ! JAPAN 新規 Yahoo ! BB 申し込み受付センター 

TEL :日] 2日- 33-4 曰4日（フリーダイヤル） 

受付時間 ：目:□日〜22:□日（月曜〜金曜） 

8:日日〜22:日日 （±曜、日曜、祝日） 

* 多数のお申し込みをいただいているため、20時料降、電話がつながりにくい場合があります。20時拟前 
はつながりやすいので、ぜひご利用ください。 



お問い合わせされるとさは 












■付録 


本製品の機能を使用するにあたってのお願いや技術基準適合などにつ 
いて記しています。 


1ご使用にあたってのお願い . 100 

2 メディアについて . 10已 

3技術基準適合について . 109 

4無線 LAN について . 114 











ほ用に友たつてのお願い 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていただきたいことや守っていた 
だきたいことびあります。次のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みく 
ださい。 


■■パソコン本体について 

I 機器への巧い衝撃やか店について _ 

•機器に強し觸撃や外圧を与えないようにを意してください。製品には精密部品を使用してお 
りますので、強い衝撃や外圧を加えると部品び故障するおそれびあります。 

I タッチパッドの操作にあたって _ 

•タッチパッドを強く巧さえたり、ボールペンなどの先の鋭いちのを使わないでください。 
タッチパッドび故障するおそれびあります。 


八—ドディスクドライブについて 



I 操作にあたつて _ 

• Disk 日 LED び点打中は、パソコン本体を動かしたりしないでください。八ードディスクド 
ライブび故障したり、データび消失するおそれびあります。 

•八ードディスクに保をしているデータや重要な文書などは、万一故障び起こったり、変化/ 
消失した場合に備えて、定期的にフ□ッピーディスクや CD / DVD などに保存しておいてく 
ださい。記憶内容の変化/消失など、八ードディスク、フ□ッピーディスク、 CD / DVD な 
どに保存した内容の損害については、当社は一切その責任を負いませんので、あ日かじめご 
了承ください。 

•磁石、スピーカ、テレビ、磁気ブレスレットなど磁気を発するちのの近くに置かないでくだ 
さい。記憶内容び変化/消失するおそれびあります。 

•パソコン本体を落とす、ぶつけるなど強い衝撃を与えないでください。八ードディスクの磁 
性面に傷び付いて、使えなくなることびあります。磁性面に付いた傷の修理はできません。 
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D ご使用にあたってのお願い 


mm CD や DVD について 


I CD / DVD の操作にあたって _ 

• ディスクトレイ内のレンズおよびその周辺に触れないで<ださい。ドライブの故障の原因に 
なります。 

•ディスクトレイ LED び点灯しているときは、イジェクトボタンを巧したり、巳 D / DVD を取り 
出す操作をしないでください。 CD / DVD び傷ついたり、ドライブび壊れるおそれびあります。 
•電源び入っているときには、イジェクトホールを巧さないでください。回転中の巳 D/DVD 
のデータやドライブび壊れるおそれびあります。 

イジェクトホールについて ri 章 D - 巧]-ディスクトレイが出てこない 場合」 

• ドライブのトレイを開けたときに、 CD / DVD び回転している場合には、停止するまで 
巳 D / DVD に手を軸れないでください。ケガのおそれびあります。 

•パソコン本体を持ち運ぶときは、ドライスこ CD / DVD び入っていないことを確認してくだ 
さい。入っている場合は取り出してください。 

• CD / DVD をディスクトレイにセツトするときは、無理な力をかけないでください。 

• CD / DVD を正しくディスクトレイにセットしないと CD / DVD を傷つけることびあります。 


MM 無線 LAN について 


I 無線 LAN 製品ご使用時におけるセキユリテイに関するごミち意 

(お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です！） 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコンなどと無線アクセ 
スポイント間で情報のやり取りを行ラため、電波の届く範囲であれば自由に LAN 接続び可能で 
あるといラ利点びあります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障書物（壁など）を超えてすべての場所に届くため、セ 
キュ U ティに関する設定を行っていない場合、次のよラな問題び発生する可能性びあります。 

-通信内容を盗み見られる 

悪意ある第立ちび、電波を故意に傍受し、 

ID やパスワードまたはクレジットカード番号などの個人情報 
メールの 内容 

などの通信内容を盗み見日れる可能性びあります。 

-不正に侵入される 

悪意ある第立者び、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、 

個人情報や機密情報を取り出す（情報漏えい） 

特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

傍受した通信内容を書さ換えて発信する（改ざん） 

コンピュータウイルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 

などの行為をされてしまラ可能性びあります。 

本来、無線 LAN カードや無線アクセスポイントは、これ日の問題に対応するためのセキュ U 
ティの仕組みを持っているので、無線 LAN 製品のセキュ U ティに関する設定を行って製品を使 
用することで、その問題び発生する可能性はかなくなります。 

セキュ U ティの設定を行わないで使用した場合の問題を十分理解したラえで、お客様自身の判 
断と責任においてセキュ U テイに関する設定を行い、製品を使用することをおすすめします。 
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D ご使用にあたってのお願い 


I セキユ IJ テイ機能 _ 

• セキュ1」ティ機能を使用しないと、無線 LAN 経由で部外者による不正アクセスび容易に行え 
るため、不正侵入や盗聴、データの消失、破壊などにつなびる危険性びあります。 

不正アクセスを防ぐために、ネットワーク名 （ SSID ) の設定や、暗号化機能 （ WEP 、 

WPA ) を設定されることを強くおすすめします。 

また、お使いの無線 LAN アクセスポイントで、登録した MAC アドレスのみ接続可能にする 
設定などの対策ち有効です。 

公共の無線 LAN アクセスポイントなどで使用される場合は、 「 Windows ファイアウオール」 
やファイアウォール機能のあるウイルスチェックソフトを使用して、不正アクセスを防止し 
てください。 


I 無線 LAN を使用するにあたって _ 

• 無線 LAN の無線アンテナは、でさるかざり障害物びかなく見通しのさく場所で最ち良好に動 
作します。無線通信の範囲を最大限有効にするには、ディスプレイを開さ、本や分厚い紙の 
束などの障害物でディスプレイを覆わないよラにしてください。 

また、パソコンとの間を金属板で遮へいしたり、無線アンテナの周囲を金属性のケースなど 
で覆わないよラにしてください。 

• 無線 LAN は無線製品です。各国/地域で適用される無線規制については、《おたすけナビ- 
使いこなしガイド-パソコンの設定》を確認してください。 

•本製品の無線 LAN を使用できる地域については、附録 □ B ご使用になれる国/地域 
について」を確認してください。 



I 無線 LAN の操作にあたつて _ 

• Bluetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波び干渉し 
合い、通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障びある場合 
は、今お使いの团 uetooth 、 無線 LAN のいずれかの使用を中止してください。 

• アドホックネットワーク機能で、設定されているネットワーク名へのネットワーク接続び不 
巧能になる場合びあります。 

この場合、再度ネットワーク接続を可能にするには、同じネットワーク名で接続されていた 
コンピュータすべてに巧して、新たに別のネットワーク名で設定を行ラ必要びあります。 


B 周辺機器について 

I 周辺機器の取り付け/取りはずしについて _ 

•取り付け/取りはずしの方法は周辺機器によって違います。3章および《おたすけナビ-使 
いこなしガイド-パソコンの設定》を読んでか日作業をしてください。またその際には、次 
のことを守ってください。守日なかった場合、故障するおそれびあります。 

. ホットインサーシヨンに対応していない周辺機器を接続する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切り、電源コネクタか日 AC アダプタのプラグをあさ、電源コードを電源コンセン 
卜か日はずし、バッテ U パックを取りはずしてか日作業を行ってください。ホットイン 
サーシヨンとは、電源を入れた状態で機器の取り付け/取りはずしを行ラことです。 
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D ご使用にあたってのお願い 


-適切な温度範囲内、湿度範囲内であってち、結露しないよラに急激な温度変化を与えない 
でください。を場は特にミ主意してください。 

-ホコ U びかなく、直射日光のあたらない場所で作業をしてください。 

-極端に温度や湿度の高しンほい場所では作業しないでください。 

-静電気び発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷さの場所など）では作業をしな 
いでください。 

-本書で説明している場所のネジ LU 外は、取りはずさないでください。 

-作業時に使用するドライバは、ネジのあ、大ささに合ったちのを使用してください。 

-本製品を分解、改造すると、保証やその他のサポートは受け日れません。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するとさは、コネクタの上下や方向を合わせて 
ください。 

-ケーブルのコネクタに固定用ネジびある場合は、パソコン本体のコネクタに接続した後、 
ケーブルびはずれないよラにネジを締めて<ださい。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないで 
ください。 

I メモリの増設の操作にあたって _ 

•パソコン本体やメモ U のコネクタに触日ないでください。コネクタにゴミや油び付着すると、 
メモ U び正常に使用でさなくなります。 

•増設メモ U を強く巧したり、巧げたり、落としたりしないでください。 

•増設メモ U は、コネクタに差し込む部分ではなく両端（切れ込みびある方）を持つよラにし 
てください。 

• ス U —プ/休止状態中に増設メモ U の取り付け/取りはずしを行わないでください。ス U — 
プ/休止状態び無効になります。また、保をされていないデータは消失します。 

• ネジをゆるめる際は、ネジの種類に合ったドライバを使用してください。 

• キズや破損を防ぐため、布などを敷いた安定した台の上にパソコン本体を置いて作業を行っ 
てください。 

□静電気について 

• 増設メモ U は、精密な電モ部品のため静電気によって回復不能な損傷を受けることびありま 
す。人間の体はわずかなび日静電気を帯びていますので、増設メモ U を取り付ける前に静電 
気を逃びしてから作業を行ってください。手近にある金属製のちのに軽く指を軸れるだけで、 
静電気を防ぐことびでさます。 

I USB 巧応機器の操作にあたって _ 

• 電源供給を必要とする USB 対応機器を接続する場合は、 USB 対応機器の電源を入れてか日 
パソコン本体に接続してください。 

• USB 対応機器を使用するには、システム （0 S )、 および機器用ドライバの対応び必要です。 

• すべての USB 対応機器の動作確認は行っていません。したびってすべての USB 対応機器の 

動作は保証でさません。 

• USB 対応機器を接続したままス U —プまたは休止状態にすると、復帰後 USB 対応機器び使 
用できない場合びあります。その場合は、 USB 対応機器を接続し直すか、パソコンを再起動 
してくださし、。 







D ご使用にあたってのお願い 


□取りはずす前に確認しよう 

•取りはずすときは、 USB 対応機器をアプ U ケーシヨンやシステムで使用していないことを確 
認してください。 

• USB フラッシュメモ U や M0 ドライブなど、記憶装置の USB 対応機器を取りはずす場合は、 
データを消失するおそれびあるため、必ず使用停止の手順を行ってください。 

I テレビ接続の操作にあたって _ 

•必ず、 DVD-Video などを再生する前に、表示装置の切り替えを行ってください。再生中は 
表示装置を切り替えないでください。 

•なのよラなときには、表示装置を切り替えないでください。 

-データの読み出しや書さ込みをしている間 
-通信を行っている間 

• ク□-ン表おにしているときに DVD-Video を再生させると、画像び〕マ落ちをすることび 
あります。この場合は表示解像度を下げるか、本体液晶ディスプレイまたはテレビのどちら 
かだけに表示するか、拡張表示に設定してください。 


la バツテリにごいて 



I バッテリを使用するにあたって _ 

•パ'ッテ U パックの取り付け/取りはずしをする場合は、必ず電源を切り、電源コードのプラ 
グを抜いてか日作業を行ってください。ス U —プを実行している場合は、バッテ U パックの 
取りはずしをしないでください。データび消失します。 

• 電極に手を触れないでください。故障の原因になります。 




•パ'ッテ U 駆動で使用しているときは、バッテ U の残量に十分ミ主意してください。 

バッテ U を使いさってしまラと、ス U —プび効かなくなり、電源び切れて、メモ U に記憶さ 
れていた内容はすべて消えます。また、時計用バッテ U を使いきってしまラと、時刻や日付 
に誤差び生じます。このよラな場合は、 AC アダプタを接続してバッテ U と時計用バッテ U 
を充電してください。 

I バッテリを巧電するにあたつて _ 

•バッテ U ノ（ックの温度び極端に高いまたはおいと、正常に充電されないことびあります。 
バッテ U は已〜3已での室温で充電してください。 

社団法人電子情報技術産業協会の「バッテI」関連 Q&A 集」について 
http://it.jeita.or.jp/perinfo/committee/pc/battery/menul .htm 
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タディアにごいて 


メディアを使ラ前に、なの内容をよく読んでください。 

本製品では、なのメディアを使ラことびでさます。 

•CD •DVD 

• SD メモ U 力ード •メモ U - スティック •マルチメディアカード 

• SDHC メモ I 」力ード •メモ1」ースティック PRO • xD - ピクチャーカード 

SD メモ I 」力ード、 SDHC メモ I 」力ード、メモ1」ースティック、メモ1」ースティック PRO 、 
xD - ピクチャーカード、マルチメディアカードで使用できる容量については [dynabook 
XXXXX (お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を確認してください。 


ほえる CD を確認しよう 


I CD-RW、CD-R について/ CD-RW、CD-R のほ用巧奨メーカ _ 

• CD - RW 、 CD - 刊こ書き込む際には 、 『dynabook XXXXX (お使いの機種名）シ U - ズをお 
使いのかたへ』でメディアの使用推奨メーカを確認してください。 

• CD - 刊こ書き込んだデータの消去はできません。 

• CD - RW メディアは書き換え可能なメディアですび、 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 で書き込 
んだファイルを変更したり、削除したりすることはできません。 

ファイルの変更•削除び必要な場合は、まず CD-RW メディアの消去を行い、改めて必要な 
ファイルだけを書さ込んでください。 

• CD - RW の消去されたデータを復元することはできません。消去の際は、メディアの内容を 
十分に確認してか日行ってください。 

•書さ込み可能なドライブび複数台接続されている際には、書さ込み-消去するメディアを 
セットしたドライブを間違えないよラ十分にを意してください。 

•八ードディスクに不良セクタびあると書さ込みに失敗するおそれびあります。定期的に「エ 
ラーチエック」でクラスタのチェックを行うことをおすすめします。 



エラーチェックの方法 『Windows ヘルプとサボート』 


• ドライブの構造上、メディアの傷、巧れ、ホコリ、チ U などにより読み出し/書さ込みびで 
さなくなる場合びあります。データなどを書さ込む際は、メディアの状態をよくご確認くだ 
さい。 
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0 メディアについて 


Q [ほえる DVD を確認しよう 


■ DVD - RAM の種類 

DVD - RAM にはいくつかの種類びあります。本製品のドライブで使用できる DVD - RAM は次の 
とおりです。 

カート U ッジタイプのメディアは、カート U ッジから取り出してドライブにセットしてくださ 
い。両面ディスクで、読み出し/書き込みする面を変更するときは、一度ドライブか日メディ 
アを取り出し、裏返してセットし直してください。 

〇:使用できる X :使用できない 


DVD*AM の種類 

本製品の対応 

カート U ツジなし*1 

〇 

カート U ツジタイプ（取り出し不可） 

X 

カート U ツジタイプ（取り出し可能）*旦 

〇 


* 1一部の家庭用 DVD ビデオレコーダでは再生でさない場合びあります。 
*2 2.日 GB、 已 .2GB のディスクは使用できません。 


I DVD について /DVD のほ用巧奨メーカ _ 

• DVD - RAM . DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD 十 RW 、 DVD 十 R に書さ込む際には 、 『dynabook 
XXXXX (お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』でメディアの使用推奨メーカを確 
認してください。 

• DVD - R 、 DVD + 刊こ書き込んだデータの消去はできません。 

• DVD - RW 、 DVD+RW メディアは書き換え巧能なメディアですび、 「 TOSH 旧 A Disc 
Creator 」 で書き込んだファイルを変更したり、削除したりすることはできません。 
ファイルの変更.削除び必要な場合は、まず DVD - RW 、 DVD + RW メディアの消去を行い、 
改めて必要なファイルだけを書さ込んでください。 

• DVD - RW 、 DVD + RW の消去されたデータを復元することはできません。消去の際は、メ 
ディアの内容を十分に確認してから行ってください。 

• 書さ込み可能なドライブび複数台接続されているとさには、書さ込み-消去するメディアを 
セットしたドライブを間違えないよラ十分にミ主意してください。 

• DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW . DVD 十 R への 書さ込みでは、ファイルの管 
理領域などち必要になるため、メディアに記載された容量分のデータを書さ込めない場合び 
あります。 

• DVD - RW 、 DVD - R への書き込みでは、 DVD の規格に準拠するため、書き込むデータのサイ 
ズび約] GB に満たない場合にはダミーのデータを加えて、最ル1 GB のデータに編集して書き 
込がます。 

このため、実際に書さ込ちラとしたデータび少ないにちかかわらず、書さ込み完了までに時 
間びかかることびあります。 

•八ードディスクに不良セクタびあると書さ込みに失敗するおそれびあります。定期的に「エ 
ラーチェック」でクラスタのチェックを行うことをおすすめします。 

エラーチェックの方ま 『Windows ヘルプとヴポート』 
















0 メディアについて 


• ドライブの構造上、メディアの傷、ミちれ、ホコリ、チ U などにより読み出し/書さ込みびで 
さなくなる場合びあります。データなどを書き込むとさは、メディアの状態をよくご確認く 
ださい。 

• DVD-RAM をドライブにセツトしたとき、システムび DVD-RAM を認識するまでにをか時間 
びかかります。 

分ィモ 

• 作成した DVD は、一部の家庭用 DVD ビデオレコーダやパソコンでは再生できないこともあります。ま 
た、作成した DVD+R DL メディア、 DVD-R DL メディアを再生するときは、それぞれのメディアの読 
み取りに対応している機器を使用してください。 


■ C 通 f メディアカードをほう前に 


mm メディアカードの操作にあたって 

•ブリッジメディア □ LED び点打中は、電源を切ったり、メディアを取り出したり、パソコ 
ン本体を動かしたりしないで<ださい。データやメディアび壊れるおそれびあります。 

• メディアは無理な力を加えず、静かに挿入してください。正しく挿し込まれていない場合、 

ノ（ソコンの動作び不安定になったり、メディアび壊れるおそれびあります。 

•スリープ中は、メディアを取り出さないでください。データび消失するおそれびあります。 

• メディアのコネクタ部分（金色の部分）には軸れないでください。静電気で壊れるおそれび 
あります。 

• メディアを取り出す場合は、必ず使用停止の手順を行ってください。データび消失したり、 
メディアび壊れるおそれびあります。 


SD メモリカード/ SDHC メモリカードを使う前に 

•ブリツジメディアス□ツトに min 旧 D メモ U 力ードをセツトするときは、必ず min 旧 D アダプ 
夕を装着した状態で行ってください。 

min 旧 D メモリカードに min 旧 D アダプタび付いている場合は、付属の min 旧 D アダプタをご 
使用ください。 

• ブリツジメディアス□ツトか日 min 旧 D メモリカードを取りはずすときは、必ず min 旧 D アダ 
プタに装着したままの状態で行ってください。 

• すべての SD メモリカード/ SDHC メモ U 力ードの動作確認は行っていません。したびって、 
すべての SD メモリカード/ SDHC メモリカードの動作保証はできません。 

• SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードは、 SDMI の取り決めに従って、デジタル音楽デー 
夕の不正なコピーや再生を防ぐための著作権保護技術を搭載しています。 

そのため、他のパソコンなどで取り込んだデータび著作権保護されている場合は、本製品で 
コピ ー 、再生することはできません。 SDIVII とは Secure Digital Music Initiative の略で、 
デジタル音楽データの著作権を守るための技術仕様を決めるための団体のことです。 














0 メディアについて 


•あなたび記録したちのは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利をに無断で使 
用でさません。 

• SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードは、デジタル音楽データの不正なコピーや再生を防 
ぐ SDMI に準拠したデータを取り扱ラことびできます。メモ U の一部を管理データ領域とし 
て使用するため、使用でさるメモ U 容量は表示の容量よりかなくなっています。 

K ■メモリ-スティックを使う前に 

•本製品は、メモ U - スティック Duo 、 メモ U - スティック PRO Duo とメモ U - スティック 
アダプタには対応していません。 

•本製品は、著作権保護技術 Ma 旨 icGate には対応していません。本製品では、著作権保護を 
必要としないデータの読み出し/書さ込みのみでさます。 

•すべてのメモ U - スティックの動作確認は行っていません。したびって、すべてのメモ U - 
スティックの動作は保証でさません。 

• メモリースティックの詳しい使いかたなどについては『メモリースティックに付属の説明書』 
を確認してください。 

ESxD - ピクチャーカードを使う前に 

•すべての xD - ピクチャーカードの動作確認は行っていません。したびって、すべての xD - ピク 
チャーカードの動作は保証でさません。 

• xD - ピクチャーカードの詳しい使いかたなどについては 『 xD - ピクチャーカードに付属の説明 
書』を確認してください。 


• すべ i 


マルチメディアカードを使う前に 


てのマルチメディアカードの動作確認は行っていません。したびって、すべてのマルチ 
メディアカードの動作は保証でさません。 

マルチメディアカードの詳しい使いかたなどについては『マルチメディアカードに付属の説 
明書』を確認してください。 


[記録メディアの廃棄-譲渡について 


記録メディア（フ□ッピーディスク、半導体メモ U 、 CD 、 DVD など）を廃棄-譲ミ度する際に 
は、書さ込まれたデータび流出しないよラ、適切な方法で消去することをおすすめします。 
初期化、削除、消去などの操作などを行ってち、データの復元ツールで再生でさる場合ちあり 
ますので、十分ご確認ください。 

データ消去のための専用ソフトや、メディア専用のシュレッダーち販売されています。 












巧術甚準適をについて 


r おたすけナビ」にち技術基準適合に関する説明び記載されています。本書だけでなく、「おた 
すけナビ」の記載ちあわせてご確認ください。 

■高調波対策について 

《おたすけナビ - 使いこなしガイド ■ バソコンの設定》 


■ FFCC information 」 について 

《おたすけナビ - 使いこなしガイド ■ バソコンの設定》 


■瞬時電圧低下について 

この装置は、社団法人電モ情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピュータの瞬時電 
圧低下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を上回る瞬 
時電圧低下に巧しては、不都合を生じることびあります。 


■電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障書自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス印青 
報技術装置です。 

この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この装置びラジオやテレビ 
ジョン受信機に近接して使用されると、受信障書を引き起こすことびあります。 
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


《おたすけナビ - よ < あるしつちん - Q&A) 


TOSHIBA じ U Declaration OI Coniormity 

こら 


TOSHIBA declares that this product conforms to the 10110 wing Standards. 

Supplementary Information : The product complies with the requirements of the Low 

Voltage Directive 73/23/EEC,the EMC Directive 89/3%/EEC and 
the 民 &TTE Directive 1999/5/EC’’ 

This product is carrying the C じ - Mark in accordance with the related European Directives. 
Responsible for CE-Marking is TOSHIBA Europe, Hammfeiddamm 8,41460 Neuss,Germany, 





B 技術基準適合について 


Panasonic DVD スーパーマルチ ドライブ UJ -8 已〇 
(DVD スーパーマルチ ドライブ DVD±R 2層式メディア対応) 
ま全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになった後は、必ず保管してください。 



A ま意 


1. 本装置は レーザーシステムを 使用しています。 
本装置の定格銘板には、ち記の表示びされてい 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


ます。 

本装置はヨー □ッノ く共通のレーザ規格 
EN 巨082己で"クラス1レーザー機器"に分類 
されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、 

この装置の匡体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原 
因になります。信頼性、安全性、性能の保証を 
することびでさなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすこと 
びあります。従って、本装置を使用するシステ 
ムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的 
な損失、障害および事故を防止するために、安 
全性や保全性に関する十分な配慮び必要です。 

本装置の故障、取り出されたデータの誤りに 
よって、人体への危害や物質的損害を誘発する 
可能性びあるシステムには、本装置を使用しな 
いでください。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてち保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談ください。 


CAUTION 

CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE ' 
LASER RADIATION WHEN OPEN. 
AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3B RAYONNEMENT 

LASER VISIBLE ET INVISIBLE EN 

CAS D'OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSE AU 
FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3B S に HT 己 ARE UND 

UNS に HTBARE 

LASERSTRAHLUNG, WENN 
ABDECKUNG GEOFFNET. NIGHT 
DEM STRAHL AUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
LASERSTRALING VED ABNING. 
UNDGA UDS/ETTELSE FOR 

strAling. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
LASERSTRALING NAR DEKSEL 
APNES. UNNGA EKSPONERING 
FORSTRALEN. 

VARNING 

KLASS 3B SYNLIG OCH OSYNLIG 
LASERSTRALNING NAR DENNA 

DEL AR OPPNAD. STRALE AR 
FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI3B NAKYVAJA 

NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTIINA LASERSATEILYLLE, ALA 

\ 

KATSO SATEESEN. 

) 
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B 技術基準適合について 


HITACHI LG DVD スーパーマルチドライブ GSA - T 20 N 
( DVD スーパーマルチドライブ DVD±R 2層式メディア対応) 
を全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになった後は、必ず保管してください。 


A ま意 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


1 . 本装置はレーザーシステムを使用しています。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示びされてい 
ます。 

本装置はヨー□ッノ く共通のレーザ規格 
EN 巨082己で"クラス1レーザー機器"に分類 
されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、 

この装置の霞体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原 
因になります。信頼性、安全性、性能の保証を 
することびでさなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすこと 
びあります。従って、本装置を使用するシステ 
ムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的 
な損失、障害および事故を防止するために、安 
全性や保全性に関する十分な配慮び必要です。 

本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発 
する可能性びあるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてち保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談ください。 


CAUTION 

CLASS3B VIS 旧 LE AND INVIS 旧 LE 、 
LASER RADIATION WHEN OPEN. 
AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
LASERSTRALING VED ABNING. 
undgA uds/ettelse for 
STRALING. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
LASERSTRALING NAR DEKSEL 
APNES. UNNGA EKSPONERING 

FOR STRALEN. 

WARNING 

KLASS 3B SYNLIG OCH OSYNLIG 
LASERSTRALNING NAR DENNA 

DEL AR OPPNAD. STRALE AR 
FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI3B NAKYVA JA 

NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTIINA LASERSATEILYLLE, ALA 

\ 

KATSO SATEESEN. 

ノ 


广 — Location of the required label 






























B 技術基準適合について 


Pioneer DVD スーパーマルチ ドライブ DVR - K 1 7 
(DVD スーパーマルチ ドライブ DVD±R 2層式メディア対応) 
ま全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになった後は、必ず保管してください。 



A ま意 

1. 本装置はレーザーシステムを使用しています。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示がされています。 

本装置はヨー□ッパ共通のレーザ規格 EN 日日82己で 
"クラス1レーザー機器"に分類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、この装置の霞体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原因になります。信頼性、安全性、性能の 
保証をすることがでさなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことがあります。従って、本装置を使用する 
システムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害および事故を防止す 
るために、安全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。本装置の故障、取り出され 
たデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発する可能性があるシステム 
には、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けてち保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談くださし、。 

CAUTION CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE LASER RADIATION WHEN 
OPEN, AVOID EXPOSURE TO THE BEAM. 

ATTENTION RADIATIONS LASER VISIBLES ET INVISIBLES DE CLASSE 3B 
QUAND OUVERT. eVITEZ TOUT EXPOSITION AU FAISCEAU. 

ADVARSEL KLASSE 3 己 SYNLIG OG USYNLIG LASERSTRALING VED ABNING. 

UNDGA UDS 生 TTELSE FOR STRALING. 

VARO ! AVATTAESSA OLET ALTTIINA NAKYVALLE JA 

NAKYMATTOMALLE LUOKAN 3B LASERSATEILYLLE. 

ALA KATSO SATEESEEN. 

VARNING KLASS 3B SYNLIG OCH OSYNLIG LASERSTRALNING NAR DENNA 
DEL AR OPPNAD. UNDVIK ATT UTSATTA DIG FOR STRALEN. 

VORSICHT BEI GEOFFNETER A 巨 DECKUNG 1ST SICHTBARE UND 
UNS に HTBARE LASERSTRAHLUNG DER KLASSE 3B IM 
GERATEINNEREN VORHANDEN. NIGHT DEM LASERSTRAHL 
AUSSETZEN! 

PRECAUCION CUANDOSE ABRE HAY RADIACION LASER DE CLASE 3B VISIBLE 
E INVISIBLE. EVITE LA EXPOS に ION A LOS RAYOS LASER. 

を意 ここを開くと CLASS 3 巨の可視レーヴ光及び不可視レーザ光び出ま 

す。ビームを直接見たり、触れたりしないこと。 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 

クラス 1 レーザー製品 


/— Location of the required label 
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B 技術基準適合について 


Toshiba Samsung Storage Technology 
DVD スー パーマルチドライブ TS - L 巨 32 D 
(DVD スー パーマルチドライブ DVD±R 2層式メディア対応) 
を全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになった後は、必ず保管してください。 


A ま意 

1. 本装置はレーザーシステムを使用しています。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示びされています。 

本装置はヨー□ッパ共通のレーザ規格 EN 巨082己で 
"クラス1レーザー機器"に分類されています。 

レーヴー光を直接被爆することを防ぐために、この 
装置の匡体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原因になります。信頼性、安全性、性能の 
保証をすることびでさなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことびあります。従って、本装置を使用する 
システムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的な損失、 P 章害および事故を防止す 
るために、安全性や保全性に関する十分な配慮び必要です。本装置の故障、取り出され 
たデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発する可能性びあるシステム 
には、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてち保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談ください。 


DANGER -VISIBLE AND INVISIBLE LASER RADIATION WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE TO BEAM, (for 2* CFR) 

CAUTION -CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE LASER RADIA'ION WHEN OPEN, AVOID EXPOSURE TO THE BEAM. 
ATTENTION -J\SER DE CLASSE3B RAYONNEMENT VISIBLE ETINVISIBLE EN CAS [TOUVERTURE. EXPOSITION DANGEREUSE 
DE U 祀 L OU DE け PEAU RAYONNEMENT DIRECT OU D FFUS, 

VORSICHT -SIC 卜 —BARE UND UNSICHTBARE LASERSTRAHLUNG KU 巧 SE 3B: WENN ABDECKUNG GEOFFNF, NIGHT DEM 
STRAHLAUSSETZEN. 

ADVARSEL パけ SSE 3B SYNLIGOG USYNUG LASERSTRAlING VED AbNING, UNDGA U 做打 TELSE F 抓 STRAuNG 
ADVARSEL -KLASSE 犯 SYNLIGOG USYNUG LASERSTRALING nAR DEKSEL APNES. UNNGA EKSPON 肌 NG FOR STRALEN. 
VARO! -LUOKAN 3B NAKYVMJA NAKYMATON AVATTAESSA OLET ALTIINA LASERSATEILYLLE.ALA KATSO SATEESEEN. 
WARNING -SYNUGOCH OSYNLIG KU\SSE 3B LASERSTRAlNING NAR DENNA DELAR OPPNAD. STRAlE AR FARUG. 
注意 ■ 打肿ち 3B 華巧に恥ぁス恥あ础お竖を巧ち則谢 

注意 ■ ここを閣くとクラス 3 闻ソ - ブ - 规邱聊レイ - 加 ; 出ミす；ビ - ムに身をさらごないこと； 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
APPAREIL A LASER DE CLASSE 1 
LASER SCHUTZ KLASSE 1 
PRODUKT 

NACH EN 60825-1:1994/A2:2001 


/— Location of the required label 



PRODUCT IS CERTIFIED BY THE 
MANUFACTURER TO COMPLY 
WITH DHHS RULE 21 CFR 
CHAPTER 1 ， SUBCHAPTERJ 
APPLICABLE AT THE DATE OF 
MANUFACTURE. 

Toshiba Samsung Storage Technology 
Korea Corporation 
416, Maetan-3Dong,Yeongtong-Gu, 
Suwon City,Gyeonqgi-Do, 

443-742 Korea 
































4 I 巧緑 LAN について 


* 無線 LAN モデルのみ 


おたすけナビにち、無線 LAN に関する説明び記載されています。 

本書だけでなく、「おたすけナビ」の記載ちあわせてご確認ください。 

《おたずけナビ - 使いこなしガイド ■ パソコンの設定》 


mm 無線 LAN の概要 

本製品には、モデルにより IEEE 802.1 la 、 IEEE 802.1 lb . IEEE 802. 11昼に準拠した無線 
LAN モジュールび内蔵されています。次の機能をサポートしています。 

•規格値已 4 Mbps 無線 LAN 対応 （ IEEE 802.1 la /1] 吕の場合）り 
•規格値]] Mbps 無線 LAN 対応 （ IEEE 802.1化の場合）* ■ 

•周波数チャネル選択 
• マルチチャネル間の□一 S ング 
•パワーマネージメント 

*1 表示の数値は、無線 LAN 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速度をおすちのではありません。 

於？ メモ 

• IEEE 802.1 la は屋外では使用でさません。 


^9ご使用になれる国/化域について 



•本製品は、次にあげる国/地域の無線規格を取得しております。これらの国/地ぼしソ外では使用 
でさません。 


■ Atheros a / b / g 対応モデル 

• 802.11 a モードではアドホック通信は使用できません。 

• 802.1] b および802.] ] 旨モードでのアドホック通信は、チャネル1〜チャネル] ] で使用 
でさます。 

• 802.] ] b モードでのインフラストラクチャ通信は、チャネル1〜チャネル14で使用できます。 

• 802.1 1旨モードでのインフラストラクチャ通信は、チャネル1〜チャネル13で使用できます。 

• 802.1] a モードでのインフラストラクチャ通信は、チャネル34、3己、38、40、42、 
44、4己、48、已2、已己、己0、己4でイま用で定ます。 

•802.1 Ib/g (2.4 GHz ) 

日本でのみ使用できます。 


•802.11 a (己 GHz ) 

日本でのみ使用でさます。 
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n 無線 LAN につしに 


■ Atheros b / g 対応モデル 

• 802.1] b および802.] ]邑 モードでのアドホック通信は、チャネル1 〜 チャネル] ] で使用 
でさます。 

• 802.1] b および802.1 ] 旨モードでのインフラストラクチャ通信は、チャネル1〜チャネル 
11で使用できます。 

•802.1 1 b/g (2.4 GHz ) 
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さぐいん 


AC アダプタの仕様 . 16 

Battery LED .] 4,已7 

BIOS セットアップ . 己已 

CD / DVD のセット . 2已 

CD / DVD の取 D 出し . 27 


DC IN LED . 14 

Disk LED .14 

ExpressCard ス□ツト .12 

し LINK (IEEE 1394) コネクタ .12 

LAN コネクタ .12 

Power LED .14 

RGB コネクタ .12 

S - Video 出カコネクタ .12 

SD メモ U カードのセツトと取り出し 

. 31,32 

S 端モケーブルの取り付け . 46 

S 端モケーブルの取りはずし . 已] 

TFT カラー液晶ディスプレイ . 29 


USB コネクタ .] 2,1已 

USB 対応機器の取り付け . 43 

USB 対応機器の取りはずし . 44 


USB コネクタ .] 2,1已 

USB 対応機器の取り付け . 43 

USB 対応機器の取りはずし . 44 



xD - ピクチャーカードのセツトと取り出し 


31,32 



あなたの dynabook . 巳 om . /2 


あなたの dynabook . 巳 om . /2 

おたすけナビ . 72 

外部ディスプレイの接続 . 已2 

型番 .] 已 

画面の明るさを調整する . 2白 

キーボード . 12 

ご使用にあたってのお願い . 100 

システムインジケータ . 12,14 

使用できる CD .] 〇已 

使用できる DVD . 106 

スピーカ . 12 

製造番号 . ]已 

セキュ I 」ティ□ック.ス□ット .] 已 
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バッテ u 安全□ック . 

バッテ U 駆動時間 . 

バッテ U 充電量の確認 . 

バッテ U の充電完了までの時間 . 

バッテ U の充電方法 . 

バッテ U パック . 

バッテ U パックの交換 . 

パッテ U • UU - スラッチ .... 

左ボタン . 

ブ U ッジメディア LED . 

ブ U ッジメディアス□ット .... 


増設メモ U ス□ット ... 
増設メモ I 」の取り付け.. 
増設メモ U の取りはずし 

タッチパッド . 

通風孔 . 

ディスプレイ . 

ディスプレイ開閉ラッチ. 

テレビに表示する . 

電源コードの仕様 . 

電源コネクタ . 

電源スイッチ . 


へッドホン出力端モ . 14 

ボタン . 13 

ボ U ュームダイヤル . 14 

マイク入力端モ . 14 

マルチメディアカードのセットと取り出し 
. 31,32 

もボタン . 12 

無線 LAN . 34 

無線 LAN について . 114 

メディアについて .] 〇已 

メモ U —スティックのセットと取り出し 

. 31,32 

メモ U 容量の確認 . 42 

文字キー . 22 

ユーヴパスワード . 64 

UU - ス情報 . 9 

ワイヤレスコ S ュニケーシヨン LED .... 3己 
ワイヤレスコ S ュニケーシヨンスイッチ 

. 14 



東芝 PC あんしんヴポート技術相談窓口.. 96 
東芝 PC オンライン . 74 


東芝 PC オンライン . 74 

東芝 PC 診断ツール . 42 

時計用バッテ U . 已8 

ドライブ . ]已 


A 


己9798己0己 —2 I 4 4 
15555161 ■ 1 ■ 11 
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ま忌 PC あんしんサポート 

技術のなご質問、お問い含わせ、修理のご依頼をお受けいたします。 

全国共通電話番号01 20-97-1 048 (通話料.電話サポ-卜料無料） 

おかけいただくと、アナウンスげ流れます。 

アナウンスに従ってご希望の窓 □ に該当する番号をプッシュしてください。 

電話番号は、お間違えのないよラ、ご確認の上おかけください。 

海がからの電話、携帯電話、 PHS または直収回線など回線契約によってはつなびらない 
場合びございまず。その場合は TEL 043-298-8780 (通話料お客様負担）にお問い合わ 
せください。 

技術相談窓□受付時間：日： 00〜I9 ; 00 (年中無休） 

修理相談窓□受付時間：日： 00〜2吕； 0日（年末年始] 2/31〜 1/3 を除く） 

インターネットちご利用 < ださい。 

▼お問い合わせのをい質問をィンターネットでご紹。 r よくあるご質巧 FAQJ 

http://dvnabook.com/assistpc/index . j.htm 

▼専用フォームか 5 お問い合わせ r まち PC オンライン J 

よくあるご質問 （FAQ) で問題びが;夫しないとさはアンケートにお答えいただを、専用 
フォームから文書でお問い合わせください。 ※ご利用にはお客様登録び必要で ず。 

▼インターネットで修理のお申し込み 

http;//dynabook.com/assistpc/repaircenter/i repair.htm 

システムメンテナンスのため、ヴポートを休止させていただく場合びございます。 

日程は、 dynabook.com 「ヴポート情報」一「東芝 PC あんしんサポート」 
(http://dynabook.com/assistpc/anshin/inclexJ.htm) 上にてお知5せいたします。 

\_ y 


お問いをわせの詳細につをましては、『東芝 PC サポートのご案内』をご参照ください。 

-本書の内容は、改善のため予告なしに変更することがあります。 

-本書の内容の一部または全部を、無断で転載することは禁止されています。 
•落 T 、 乱了本は、お取り替えいたします。 

東芝 PC あんしんヴポートにお問い合わせください。 
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